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s8 空間お よ び時間の 根源的所与性
前節か ら出てくる帰結をまとめてみようo く1 我々 の 時間把握の 根砥で t 時間は
r流れJ
くFlu即 として . しか も上述の 二様 の意味で , 我々 に直観されて い るo く2に の直観は何よ
りも先ず, 我々 の 現実存在に即 して成立する . t3に の 直観に於て1 時間は同時に
r持 軌
くDa u erl としても捉えられ る o く41r流れJ を根拠として , 時間は
r継 軌 くSukze ssion,
Na chein ande rlとして, しかも絶えざる継起 として , しか し上述の 二様 の 意味で 1 捉えら
れる. く51 こ の 時間は同時に r量J くGr8Be, qu antu mlとして , しかも
r連続 乱 くqu a nt um
c o血 n u uml として捉えられ る.
以上 の連関を踏まえて , 時間の根源的所与性に つ い て, 我 々 は次 のように考える o 時間
は r流れJ として , 我々 に根源的に与えられて い るo しかも, 第
一 次的には我々 の 現実存
■ ■
在 に即して o 従 っ て , こ こ から次の帰結が出てくる. 時間は第
一 次的には, 我々 の 内的直
観の根本形式であるo
と こ ろで , 時間の こ の根源的所与性は - 我々 の現実存在の みならず1 対象の現実存在を
も規定して い る . 例えばそれを流れるもの , 持続するもの , 継起するもの として与えるo
書 ■ ■
従 っ て, 時間は対象の所与性の , 換言すれば , 外的直観の根本形式でもある o
■ ■ ■ ■ + ■ ■ t ■
以上 二 点より, 次の 帰結が出てくるo r時間はあらゆる現象
一 般の ア . プ リオリな形式的
制約である oJ くA 341B 50l - こ こ で言う r時臥 を, 我々 は根本的に
r流れJ として理解
する ことがで きるであろう o
で は, 時間 の根滴紬勺所与性が r流れJ にあると い う我々 の 主張は 1 どの ようにして根拠
づ けられうるであろうか . こ の 間題を我々 は こ の 節 で探究してみた い o
他方で , 上 に触れたように , 時間は対象の 所与性及びその 直観の 根本形式でもある o と
■ ■ ■
こ ろ で, こ の ように時間が対象の 現実存在の形式と い う意味を獲得するとき1 我 々 の 現実
t 中 一
存在もある意味では対象化され, そ れとともに時間も
ー 般 に対象の形式として対象化さ れ
て把握される. こ の対象化は如何にしてなされるか, そ れは我々 の如何なる認識機能に基
づくか 1 こ れ を我々 は次節で究明してみた い . そこ で
一 般 に対象化が r統覚の 超越論的統
一
J に基 づく ことが示され るであろう o
と こ ろで , 上の 二 つ の テ ー マ の うち, 第 二 の テ
ー マ は カ ン ト自身によ っ て主題的に追求
されて い る o こ の 点を我々 は , 次の ようにして確認する こ とができるであろうo
1
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巳に上に くSり 触れ たように , カ ン トに於て時間は 1 何よりも先ずくal 鳩軌 と い う
形式に於て , くblr連続乱 として1 捉えられて い た . そして こ の 二 つ は, 確 かに区別され
ては い るがくA 4301B 458, A 4911B 519l, 一 体 の も の として捉えられて い た. 例えば - 巳に
慢 性軌 に於て - 彼は次の ように述 べ て い るo rと いう の は , 時間は外的現象の 規定では
ありえな い o 時間は形や位置その他 には属してお らず- むしろ我々 の 内的状態に於る表象
の 関係を規定するo そして 1 まさに こ の 内的直観が如何なる形も与えな い が故に , こ の欠
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ t ■ ■ I
を類比によ っ て補うため に, 我 々 は時間継起を, 無限に延びる線 - こ こ で は多様はただ
■
一 次 元 の 列をなす - によ っ て表象し, こ の 線の も つ 特性から時間の 凡て の 特性 へ と推論
■ ■ ■ t
す る l た だし, 線 の部分 は同時に存在するが , 時間 の部分は常に継起する , と いう点を除
い てo J くA 331B 49 f.i - 我 々 は こ こ で の カ ン トの 考えを - 次 の 二点にまとめる こ とが でき
るであろうo く1 時間は 一 切 の 対象化に先立 っ て , 我 々 に根源的に与えられて い る o ほユ他
方で時間は, 外的直観 との連関に於て , 一 つ に は r線JくLinielとして 1 従 っ て連続量とし
て - ニ つ に は r継起J CFolge, n a cheinanderJ, ある い は r礼 くReihel として , 対象化し
て把握される o
こ のうち, く21から我々 は次のように言う こ とができるで あろう o カ ン トに於て, 連続量
■ ■ ■
か - し継起として の 時間は , 己に対象化されたもの として理解されて い るo こ の 対象化さ
れた時間をカ ン トは r感性 凱 の 出発点に置 い て い る .
しか るに, カ ン トは r原則論J の ある箇所では , カ テ ゴリ ー の 演揮 の 成果を踏まえて,
■ ■ ■ ■ ■
次の ように言うo rと いう の は, 根源的統覚は 内感 卜 切の 表象の絶倒 に連関する , しか
■ ■ ■ ■ ■
もア . プ リオリたその形式に , 即ち時間に於る多様 な経験的意識の 関係に連関するo と こ
■ t ■ ■ ■ t + I ■ ■ ■ ■ 書 ■ ■ ■ t ■
ろ で , こ の 多様はそ の時間関係に関して , 根源的統覚に於て綜合され なければ ならない o
と いう の は, こ れが必然的である こ とを1 根源自勺統覚の超越論的統 一 は ア . プ リ オリに述
べ て い るからであり , しかるに , 私 の く即ち私の統 一 的なう 認識に属す べ きもの , 従 っ て
. . . . . . - . . . . . . . . . . 川
私 に と っ て対象となりうるもの は凡て 1 こ の 統 一 に服するからである o J くA 1771B 2201
こ の箇所から , 我 々 は次 の 二点を, カ ン トの考えにと っ て本質的なもの として , 取り出
すこ とができるであろう o 川 統覚の 超越論的統 一 は - 我 々 の 一 切 の対象把握 にと っ て - そ
の r根本能 丸 くRadikalv e m6genJくA l14である . く2I それ は対象把握に於て , 同時 に本
■ t ■ ■ ■ ■ ■ ■
質的に時間を対象化する , 例えば連続量として - ある い は絶え ざる継起 として.
以上によ っ て, 第 二 の テ ー マ が , カ ン トにと っ て も探求の テ ー マ であ っ た こ とが , 基本
的に確認され たであろう. こ の テ ー マ を我々 は S9 に於て追究するであろう o
それに対して, 第 一 の テ ー マ は , カ ン トにと っ て は無縁であ っ たように見えるo そ れど
ころか彼は, 我 々 の 期待に反して , 時間の根源的所与性を, 空間の 場合と同様に 1 無限の
連続量に求めて い る . くA 321B 481 しか し, 我 々 は時間の根滴紬勺所与性をr流れJに 求める.
こ の 点に於て , 我 々 は カ ン トを越えて行か ぎるをえな い . 何故か o こ れ を以下に於て示し
てみようo
2
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時間の根源的所与性と い う問題連関に於て , 極めて重要な表現が 二 つ ある o 一 つ は , 壁
間 . 時間が直観の純粋形式と して
r心の うちにア . プ リ オリに予め存するJ くim Ge m批 e a
く21
prioriber eitliege nl 仏 201B 341 という表現であり- もう
一 つ は , それらが我々 の 諸々 の
L31
表象の r根砥に存するJ くz um Gr u ndeliegenl と いう表現である . こ れらの 表現は
一 体何
を意味して い る の だろうか o
第 一 の 表現は , r現象 の形式J くFor mderErs chein unglくA120 B 34j に関して導入され
るo r心のうちにア . プ リオ リに予め存するJ と いう表現か ら解るように- 現象の 形式はそ
のまま r感性の純粋形式J くr ein eFor m derSin nlich keitlくa. a. 0.1 と置き換えられる.
更に感性が直観能力とされる ことから, それは 慢 性的直観
一 般 の純粋形乱 trein eFor m
sinnlicherAn scha u u ngen uberha uptlくa. a . 0.1 とも置き換えられる. 問題は これらの表
現を貫 い て い る r形式J くFo r ml にある .
r純粋形式J くrein eFo rm1 とは 一 体何であろう
か .
r形式J と は先ず r関係J くVerhaltnisl を意味するよう に見える o カ ン トが r現象の形
乱 を次のような形で導入して い る こ とは , その
- つ の 証左と言えるであろう. r現象に於
■ ■ t
て , 私 は感覚に対応するもの を, 現象の 質料と呼び, それ に対して, 現象の 多様が
一 定の
■ t ■ ■ ■
関係に於て秩序づ けられて直観され るようにすると ころ の もの を, 現象 の形式と呼ぶ o 感
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
寛 がそ こ に於て の み秩序づけられ- 一 定 の形式のうち へ と置かれうると こ ろの もの は , そ
細
れ自身更に感覚であるこ とはありえな い から1 . . . . .JくA 20J ある い は- より一明確には,
r我々
■ ■ ■ ■ ■ ■ t ■ ■ ■ ■ ■ 事 ■ ■
の 認識に於て直観に属するもの は凡て . . . . . .単 なる関係以外の もの を含まな い
.
.
. . . .
J くB 66l,
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ t + ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■
r我 々 には外感によ っ て - 単なる関係表象以外の もの は与えられな い か ら
. . . . . .
J くB 67l,
r. . . . . .こ れらの 表象をそのうち へ と我々 が定立すると ころ の 時間は, それ自身こ れらの表象
■ ■ ■ ■ ■
の 経験的意識に先立ち- 我々 が こ れらの 表象を心の うちに定立する仕方の 形式的制約とし
て根砥に存するの であるが , 己に継次存在, 同時存在と いう関胤 そして継次存在と同時
■ ■
にあるもの く持続するものl と い う関係を含んで い るo と こ ろで , 表象として , 何かを考
+ ■ ■ ■ ■ ■ 暮 ■ ■ ■ I
える と いう凡て の働きに先立ちうるもの は, 直観であり1 直観が関係以外の もの を何も倉
皇をJ-場合には , それ は直観の 形式で あり, . . . . . .J くa. a. 0.i
これらの 箇所 く特に最後の 引用文の後半部効 から, 我々 は次の結論を引き出さざるを
えな い ようにみえる. 即ち, r直観の 形丸 くFor mder An scha u u nglと
r関 胤 くVerhaltnisl
t51
とを我々 は, 同 一 視しうる の みならず, 同 一 視しなければならな い - とo
- 我々 は こ の結
論を認め る こ とができな い o そ の 理由は以下の 通り である .
先ず, B 66- 9 での カ ン トの 意図を押えておく必要がある . こ こ で カ ン トは - 空間
. 時間
の r超越論的観念性J くtr a n sz endentale Ide alitatl, 即ちそれ らが現象にの み適用可能で
あ っ て, 物自体 には適用不可能であるこ とを言うため に, 空間 . 時間の 形式性を
r関胤
■ t ■
と い う側面から捉えて い る . 実臥 空間 . 時間を r単なる関胤 WoPe Verhaltniss el を
含むもの として捉えるとき- そ れらは関係の うち へ と置か れるもの - 即ち
r質 札 くM ateriel
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か ら明確に区別され ると同時に - 質料を関係づけるもの として の み機能しうる こ とが知ら
れる o と こ ろで - 我々 に与えられる認識の 質料は感覚であり1 こ れ は対象の側からの r触
乳 くA ffektio nl に基づく. こ の こ とから, 空間 一 時間の r超越静的観念性J が必然的に
出てくるo
しか し- 以上 の こ とから1 r直観形丸 と r関胤 と の 同 一 視の 必然性は全然出てこない o
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
前者が質料に対して r単なる関係J と いう機能をも つ と い う こ とだ けを確認すれば充分 で
あ っ て - 更 に進んで両者を同 一 視する必要は全く な い o む しろ, 我 々 は両者を明確に区別
す べ きである. こ の 区別の 必要性は , 前者が後者を r含むJ くenthalte nlと い う表現のうち
に己に示されて い る .
直観形式は r巳に く即ち, 質料 - の連関に於てl 関係を含むJ くs cho nVerh註1tniss e e nt.
halte nlと上では くA 67J言われて い る. こ こ で , r直観形式J け ク ス トでは時間j が単数
であるの に対して 1 r関係J は複数であるo こ の 用 語法は , 上 の 凡て の引用文で 一 貫して
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
い て , そ こ で は r直観形式J は様々 な関係をそれ自身のうちに含む もの として理解されて
い る . しか るに こ れは , 含 むもの と含まれるもの と い う仕方で 1 直観形式と関係とが区別
されて い る , と い う こ とを意味する o
こ の 区別は , 上 の最初の 引用文くA 201B 341 では, より顕著である o 当面 の 問題連関に於
■ t ■ ■ t ■ ■ ■
て - 上の r含むJ と いう点が重要であるが , こ れを我々 は今 rそれ自身の うちに含むJ くin
siche nthaltenlと言 い 換えた. と こ ろで , 当該 の 引用丸 及びそれに続く段落くA 201B 34J
く61
の 中では , 直観形式は rそ こ に於てJ くw orin n e nl と い う仕方で表示され て い る o 更 にそ
れ は , 現象 の多様が 一 定 の仕方で関係 づ けられる よう に rするJ くm acheny
.
と こ ろ の も
の , とも言われて い るo
こ こ で は 1 r直観形式J と r関係J と の 同 一 視 は最早不可能である . む しろ両者の 区別が
明示的に遂行されて い る . しかもそこ では , 両者 の 区別が ど のようなもの であるかも示さ
れて い るo 即ち, く11r直観形式J は rそ こ に於てJ くw o rin nenlと いう仕方で , 内に多様を
■ ■ ■ ■ ■ ■ t
含 む何らか の全体的なるもの として示されて い る o く勿論1 こ の 5 wo rin n e nくをンin der
■ 暮 ■
Fo r mくと置き換え- 更に こ の BFor mくを, 概念の 一 般性 と同様に 1 一 般的なもの , r規肌
くRegel と取る こ とは 1 言語使用上は可能である . しかし, r規月山 であれば 1 ンderRegel
m
. . .
n a chくと言う べ きで あろうし, 更により基本的には 1 空間 . 時間が上の 意味で の 一 般的表
象でな い こ とは , それらの r形而上学的解明J で , カ ン トの 力説すると こ ろであるo それ
臥 我々 はン worin n e nくを, あ る全体的なるもの の 表示 ととる oj 更に , く2I 現象の 多様の
■ ■ ■ ■ ■
関係 づ 机 ある い は秩序 づ けくo rdn e nj を可能にするくmaglich m a chenlもの として - r直
観形式J は関係づ け, ある い は秩序づ けに- 従 っ て 又様々 な関鼠 ある い は秩序くOrdn u ngj
■ + ■ 暮 ■ ■
に先行し, その r根抵 に存するJ くz u mGrundeliegenl. く31 まさに r直観形乱 の こ の 先
行性 . 根源性 . 全体性に基づ い て - 我々 は次 のように言うこ とができる o rそ こ に於てJの
み , r対象J が , そして rそ の 臥 大きさ, 更には関係 くまでもl が - 規定され てJ 我々 に
4
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El こ
与えられる o くA 22JB 371
- こ の ように - 欄 胤 は 唱 観形 乱 に対して - あくまで派生
t
的な地位 にあるo
と こ ろで, 上 の引用文くA 20IB 34lでは 1 欄 胤 の代り に -
r形 乱 が使われて い るo 即
ち, カ ン トは 欄 係のうちで秩序づ けられ るJ くin Ver
halthiss e nge ordn etlと同様の 意味
で, r形式 のうち - と置かれ るJ くin For mgeste11tl と言 っ て
い るo こ こ か ら- 欄 胤 と
r形乱 と の 同 一 視 が再び必要で あるよう に見える o しか し- 我 々 は こ の 箇所を次
の よう
に理解す べ きであろう o
■ ■ ■
こ こ で 言う r形 乱 は - 上述 の r形式J と同じもの ではな い o 上の もの が根源的
r形乱
であ っ たの に対して , こ こ で言う
r形丸 は派生的形式である o 現象は多様を含むもの と
して我々 に与えられるが 1 こ の 多様は何らかの仕方で綜合され て捉えられる o
こ の綜合の
仕方に応じて 1 現象は それ ぞれ異なる有り方を我々 に示すo こ の有り方を- 我 々 は
卜形 乱
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
と呼ぶ こ とができる. 例えば , 上 の綜合によ っ て- 現象は どれだけの大きさをも
つ も の で
ぁるか 1 どの ような形をしたもの であるかが示される o こ れらの
一 定の大きさくbe stim mte
■ ■ ■ ■ ■ ■
Gr細 el, 一 定の 形 tbestim mte Gestaltl を1 我々 は
r形 丸 くFor ml と呼ぶ ことができ
t8I
る .
と こ ろで , 空間 . 時間に於て , 単 に 一 つ の 対象
. 現象が与えられる の ではなく- 様 々 の
対象 . 現象が与えられる . そ の 臥 これらの 対象
. 現象は 1 や はり綜合の働きによ っ て ,
何らか の関係のうち へ と置か れる . しか もこ れは 1 対象
. 現象の 与えられ方に応じて - ニ
ー t
. . . . く91
. . - . . - . .
定の 仕方 くArtl で遂行され るo こ の こ とをカ ン トは - 多様が
L 定の 関係に於て秩序づ
けられる, くin ge wissen Verhdltnissen ge ordn et w erdenl と表現して
い る o こ の 欄 胤
を我々 はや はり r形式J と名 づ ける こ とがで きる.
こ の ように1 い ま問題にして い る r形式J は -
r関 胤 より広 い適用範囲をも っ て い るo
しかしそれは 欄 係J より根源的であるの ではな い o 従 っ て それは 欄 胤 と同様に - 鳩
源的形式J に対して派生的地位に ある . 後者は- そ こ で現象の 多様が与えられ把捉される
■ ■
■
と こ ろの それくW orin n enlとして , あらゆる多様の所与性
. 把捉の 根杷にくz u mGru ndel-
それ に先立 っ て根源的に与えられて い るo まさ に こ の根源的形式の中で - 多様ととも
に様 々t t ■ t
く1DI
な派生的形式が - そして r関係J が , 我々 に与えられる の であるo
書 ■ ■ ■ ■ t ■ ■
なお , r心 のう ちにア . プ リ オ リに予め 存するJ くim Gemi ite a Prio ri bereit
liegenl と
いう表現か らも, 我 々 は 唱 観形 乱 を上の意味で理解すべ きであろう o こ の ように
理解
するとき始め て , 唱 観形 乱 を, その 根源性の 故に - 始 めか ら我 々 に与えられて
い る も
の として , 従 っ て 慢 性の純粋形 丸 として捉える ことが可能になるからであるo そ れ に
t I
対して, 欄 係J は派生的形式として, 多様 の 所与性とともに産出さ れる o 従 っ て , 我
々
はそれを, 始めから与えられ て い るもの と看倣すこ とはできな い o
以上 直観の 純粋形式に関して , 鳩砥に存するJl
r心の うちにア . プ リ オりに予め存す
■ ■ ■ ■ ■
■ ■
る, と い う 二 つ の 表現を手掛りにして , それが 欄 胤 と同
一 視できな い こ とが示さ れた o
5
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しかし- こう言うだ けでは 1 まだ直観の純粋形式を積極 批 規定した こ とにはならない
o
紬 は積極的には - 多様がそこ で与えられ把捉され ると こ ろの も の くW orin n e nlとして示
されて い るo で は - ン W o rin n e nくとは - 一 体何を意味するの だ ろうか o
周知の 如く- 直観 の 純粋形式をンW o rin n enくと表示したあとで - カ ン トはそれを直ちに■ ■
r純粋直軌 くrein eAn scha u u ngjと言 い 換える o あ る い は逆に 一 望間 . 時間を純粋直観と
Imして示 したあとで - それをその まま直観の 純粋形式と置き換える o こ れは両者がカ ン トに
よ っ て 1 さしあたり置き 鮎 可能なもの として捉えられて い た こ とを意味する. と こ ろで,
こ の 置き換えが何故可能であ っ た かと言えば - そ の 根拠は上のンW o rin ne nく にあると思
われ るD と いう の は - B W orin ne nくとして捉えられるとき- 空間 . 時間は , 上述 の如く-
それぞれ何らかの 全体的なもの として捉えられる が- しかる に こ れは , 我 々 が空間 一 時間
をその ようなもの と して何らか の仕方で直観な い し義家LそJl去と いう こ とを意味する .
■ I
I121
逆 に 丸 もし我々 が空間 . 時間を何らかの全体的なもの として表象 か -し直観して い ると
する ならば - それ らを我々 はンW orin ne nくと して - 直観形式と看徹すことが で きる . こ の
ように - 空間 . 時間をンW orinn enくとして - そして更に何らかの 全体的なもの として捉え
る とき- 直観 の 純粋形式と純粋直観とは - 相互に置き換え可能となる o
と こ ろで - こ の r純粋直軌 をカ ン トは更に数学的なもの - 即ち数学 機何判 的規定
■ ■ ■
を受け入れるもの として捉える o 慣 性軌 の導入部の 第三段落で, カ ン トは空間の純粋直
観を取り出そうと して い るが- その 際 の手順を見れ ば - こ の点は容易に納得される であろ3巨琶
うo 彼 はそ こ で r物体 の 表象J くA 201B 35lを取り上げ- そ こ か ら悟性に由来するもの と感
覚に由来するもの とを r分 軌 くabs o nder n, abtr en enjくA 211B 35, A 221B 御 した上で-
空間 の純粋直観として 場 長J CAu sdehnu ngj と r軌 くGestaltjとを取り出すo CA 211Bf川
351 こ こ では明らかに空間は数学的なもの として捉えられて い る.
も っ とも, こ こ で r延長J と並んで rn3J が出てくる の は , 物体 が出発点に置かれた こ
と に基づ い て い るo 物体に於て , 延長は限定されて - 従 っ て 一 定 の r大きさJ くGr68ej
仏 221B 37j とrn3J をも つ もの と して与えられる o 更に進んで我々 は ,. 限定された延長の
r位置J CLagel 仏 331B 50l と 欄 胤 くVerhaltnislCA 221B 37l を考える こ ともできるo
しか L 延長自身は個々 の 限定を越えて与えられ ると我々 が認めるならば, こ の 延長はそ
の 阪急 従 っ て又 凧 や r大きさ ム 更には r位置J や 欄 胤 に先立 っ て , その根砥に
+ ■ ■ ■
くz u mGru nde旭 えられ て い る- と考えられるo こ の とき- 空間の 純粋直観は , 数学的 機
I柑
何学的H rtま1 延長の 直観 に求め られる o 実臥 様 々 な 凧 や r大きさJ や , 更 には 鳩
置J や 頂 係J もー 上 の ように理解され た延長の うちで , そ こ に含まれるもの として , 与
+ 4 .
. p 4 4
え られる o くVgl. A 25ノB 39j こ の とき- 純粋直観を表示するンW orin n e nくは , 延長として ,
数学的 機何学抑 に理解される こ とになる o 延長が 憶 限の 大きさJ くun endliche Gr6-く帽
8el と七 て捉えられるとき, こ の 点は 一 層明瞭と なるo
こ の ように空間の純粋直観は無限の延 鼠 無限の 連続量に求められ る の であるが 1 こ の
6
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純粋直観を1 カ ン トは上の 理由から直ちに 唱 観
の純粋形式J と等置するo 従 っ て , こ の
等置が妥当性をも つ 限りJFLa観 の 純粋形式J を我々 は数学的に無限の連続量に求
めるしか
ない .
しかし- こ の 想定は , 実は カ ン ト自身によ っ て - 次の 二通り の 仕方で覆えされる o
く1I 先ず, rTfL観 の 純粋形乱 と 偶 粋直 軌 との 区別に つ い てo 確か にカ
ン トは 慣 性
tm
徐に於ては , 更 には 頂 証 軌 の ある箇所に於てもー 両者を区別する必要を認めて
い な い o
しかし, い わ ゆ る 傾 揮 軌 に於て , そ れも第二版に於て始めて , 彼は両者を明確
に区別
く帽
する必要を認め るo た だし, こ こ で純粋直観は 鳩 式的直軌 く
for male An scha u ungl と
言 い換えられ て い る o
こ こ から, 我 々 の 探求にと っ て重要な
一 つ の 課題が生ずるo r直観の 純粋形式J - それ
こ そまさにBz u mGrundeliegenく, ンin Ge mute apriori bereitliegenくと言われて
い た
とこ ろの もの で ある - は , こ の 区別に於て1
一 体 どの ようなもの として理解される べ き
であるの か o それを我々 はなお数学的なもの として理解するこ とができる の か o
く2卜次に, 無限 の連続量に つ い て o 確か に 慢 性軌 では - 特 に第 二版では , 空間は 憶
限の 与えられた 乱 くein e unendliche gegebe n eGr8BelくB 391 く強調はカ
ン ト自削 と看■ ■
t ■ ■
徹さ れて い る. しかし, それ に対 して 1
r弁証 乱 に於ては - 無限の 量の 所与性は - 次 の こ
くt97 . . .
っ の 理由か ら否定されて い る o くal 無限の 量は直観されえな い . くbl それは 鳩 次的綜 飢
eOl
くsukzessiveSynthesislによ っ ても与えられえな い o 従 っ て - そ れ は如何なる仕方でも与え
■ +
られえな い o 況 んや , そ の 直観 など論外であるo
- こ れは明 らか に自家撞着ではな い か o
実は, こ の 二 つ の 問題は連動して い る o こ の連動を正しく把握する ことを通して - 我 々
は始め て, 唱 観の純粋形丸 が何を意味するの か 1 そして空間
. 時間の根源的所与性が
ど こにある の かを, 明 らかにする こ とができるであろうo
先ず第 一 の 問題から始めよう o 上の 箇所 くB 160 An m.l で- カ ン トは特に空間を取り上
げ
て い る の で 1 我 々 も先ず空間か ら問題 にしようo カ ン トはそこ で-
rFLR 観の 形 乱 な い し 憾
払I
. . .
性の 形式J と , r形式的直軌 とを区別し, こ の 区別を強調して - 特 に前者を
r単なる直観
甚琶
の形 丸 WoPe For mder An schau u ngl と呼んで い るo そして こ の 区別を彼は次
の よう
に説明 して い るo 直観 の 形式は r単に くbloPl 多様を与えるに すぎな い J- それ に対して -
■ ■ ■
形式的直観は , こ れらの 多様の
r何らか の 直観的表象の うち へ の綜 軌 くZusa m m e nfassung
伐3I





象の 多様を与えるの ではなく, 憶 象 の統
一
J くEinheit die ser Vorstellu ngl を与える o
と こ ろで , 後者の 1 即 ち形式的直観としての 空間に つ い て - カ ン トは当該
の註の冒頭 で -
次のように言う o こ の 空間は r対象として表象されるJ くals Gege nst
a nd v orgestellt 川 虫
■ ■
調は カ ン ト自射 o 幾何学がテ ー マ とする空間はまさに こ の 空間である o こ の こ とを押えた
上で , カ ントは 唱 観形 丸 と r形式的直軌 との 区別を上の ように説明し - 最後に , 憾
7
8
岡 村 信 孝
性軌 はまさに こ の 鳩 式的 - を取り扱 っ .て い た と告白するo そしてその論拠として彼は t -h 間 . 時間は上の ような仕方で 唱 観と して始めて与えられ るJ くals An scha u ungen
■ t . ■ ■
z uerst gegebe n w e rdenH 強調ほ カ ン ト自射 と いう点を挙げるo
以上 の カ ン ト の叙述から- 我 々 は次 の結論を引き出すこ とができるであろうo tilr敵性
軌 は単に 鳩 観の 純粋形乱 を問題と して い た の では なく- むしろ r形 軸 楓 ある伝匂い は 鳩 粋直軌 の 方を主題的に論じて い た o Gil r轟屯粋 - としての 空間 . 時間は 斯学 鳩 る い は運動 卸 の - マ であり- そ こ では空間 . 時間は対象化して把握される. GiD
. . . 細
空間 . 時間の こ の対象的把握は r綜軌 くZu s a m m enfa ssu nglある い は 愉 凱 くSynthesisl
を通 して始め て可 鮎 なるo 従 っ て - 空間 . 時間の 直観は単に r多様を含むJ Cein M an.
nigfaltigesenthalte nl の で はなく - r多様 の綜括を含むJo
こ の r綜 軌 乃至 r綜 飢 の働きに つ い て- カ ン トば更に次の ように言う. それは 憾
性に属 して は い な いJI BPちそれは何らかの 自発的認識能力に基づ い て い る o こ の能力が何
である の か に つ い て , カ ン トは こ こ では何も語 っ て い な い o 第 一 版の 中に こ の文章を置い
てみれ ば- それは 憤 怒加 であろうしくVgl. A 781B IO3j- 第 二版 の 叙述の 流れ の 中で見れ
ば - それ はむしろ 惰 性J とも読め るであろうo しか し- 我 々 は それを根本的には 鳩覚
の 地 軸 統 一 J だ と解釈する こ とができるであろう o これ こ そまさに我々 の対象把握の
鳩 本能丸 くRadikalv erm 8ge nlであり- カ ン ト自身もこ れを我々 の悟性の最も根 軸 な由71
能力と看倣して い るか らである o
以 上 テクス トの 分析から, 次 の こ とが明らか にな っ たであろうo 川 空間 . 時間cl r形
式的直 軌 な い し r純粋直 軌 は - 対象把握 の根本能力である統覚 の統 一 場 づ い て い榊





- , ,. . . . . . 御め にJ Vur die An scha uu ngl r多様を与えるJ くein M a migfaltigesgebenjo か かるも■ ■ . . . . . . .
. +の として - それ は こ の 直観に先立ち1 その 場 砥に存するJo
後者から一 次 の 帰結 が出てくるc 即ち1 我 々 は 1 空間 . 時間が r根砥 に存するJ くz um
Gru ndeliegenJ tし-う こ とを一 次 の 二様 の意味で理解しなければ ならな い . くり 先ず r,BG
粋直軌 として空間 . 時間は- 現象に対する我々 の - 切 の把捉 . 規定 く例えば知覚j の根
祇に存する o そして それ 自身は統覚の超 - 的統一 に基づ い ており, か かるもの として,伽Iそれは r必 紬 統 一 J くn otwe ndige Einheitl を有する o くiil Lか し, 空間 . 時間の 純粋直■ ■ ■ t
観 の 更に根砥 には - 唱 観の 純粋 形式J と して の 空間 . 時間が横 たわ っ て い る o 従 っ て,
根 鮒 な意味で r根砥 に存するJ くz u m Gru nde liege nl の は- r 榊 直軌 と しての 空間
. 時間で はなく - 唱 観 の純粋形式J と して の 空間 . 時間で あ




. . . . C121そ のもと へ と服す べ き多様を- 根 削勺に与える o
今や - こ の 節で の 我 々 の 探求の 課膚が明確 に示 され たであろうo 唱 観 の 柵 形札 に何
らか の仕方で 鯛 を与える こ と- そ れを通して - 空間 . 時間の根源的所与性を究明するこ
8
OIJ
る o こ れ は前者の ように統
知 覚 と 統 覚 く八, 9
と, こ こ に我 々 の 課題があるo
その 臥 先ず注意しておく べ き こ とがあるo
r直観の 純粋形式J として の 空間 . 時間は ,
■
■
決して対象として把握され えな い . 我 々 の
一 切 の対象的把握を拒否して い る . こ の ような
空間 . 時間に , 我々 はさ しあたり
r前 一 対象的J くv or-gege nstandlichl と い う表現を与え
■ ■ ■
て おきた い . それ は我々 に根源 的に与えられ て い ると い う意味では r主観的Jくsubjek-
t ■ ■
tivl と呼ぶ こ ともできるであろう. か か るもの としてそれ は r感性の純粋形式J と看倣
O31
さ れる.
で は 1 第 二 の 問題, 空間 . 時間 の無限性に つ い て は , どうであろうか o こ の 点に関して
は, カ ン トは明 らか に自家撞着 に陥 っ て い るLように見える. r感性軌 で は, 空間 . 時間
は無限の 連続量として根源的に与えられ, 直観されて い る , と主張されながら, 他方 r弁
証論J では , 無限 の連続量は直観によ っ ても継次的綜合 によ っ ても与えられえな い , と言
われて い る. こ れは自家撞着以外の何もの でもな い ように見える.
カ ン ト自身に自家撞着はな い , 我 々 はそう考える o 手掛りは先程行 っ た区別1 即ち r直
観の純粋形式J と r純粋直観J な い し r形式的直観J と の 区別にある o くiI 我々 に根源的に
与えられて い る の は前者であり1 これは 一 切 の 現象の , そして空間 . 時間の 対象的把握 に
■ ■ ■ ■ ■ ■ t ■ ■
先立 っ て, 前対象的に我々 に与えられて い る . くiilそれに対して , 後者は対象的に把握され
た空間 . 時間を意味する o r弁証論J く実は r分析軌 に於て己に, 更には上述の 如く r感
性論J の か なりの部分 に つ い ても これは言えるl に於てカ ン トが問題とするの は , まさ に
こ の 空間 . 時間である o
従 っ て, 我 々 は例えば空間の無限性に つ い て, 次 のように考えるo くil 空間をr直観の 純
■
t ■
粋形式Jと取るとき, こ の 空間は 一 切 の対象化 に先立ち, しかも対象化に伴うあらゆる咽J
く紬 . . .
限J くSchra nke, Ein schranku ngl, r限界J くGren z el, r限定J くBestim m u ng,を越えて -
その 意味で r無限J くunendlichlなもの として , 根源的に我 々 に与えられて い る. くiil それ
に対して , 空間を r純粋直観J 乃至 r形式的直観J と取るとき, それは対象的に把握され
た空間を意味し, まさ に こ の とき空間の大きさくGr8Be, Qu antumjが問題となる . しか る
に, 無限の 大きさは直観によ っ ても, 継次的綜合によ っ ても, 決して対象的に与えられえ
051
な い . Giカ しかしこれは , くil の 意味で の 空間の無限性を否定するもの ではな い o 空間に関
する限り, そ の根源的所与性は無限の連続にある o
こ の解釈の 根拠づ けを , 以下に於て試みよう o そ の ために先ず- 空間の対象化の基本線
を押えて おく必要がある .
空間は先ず限定されたもの として直接与えられるo こ れ は , 数 の体系に 於て , 1 が端的
■ ■ ■ t ■
に与えられるの と挟を 一 にして い る o その 際, こ の 空間が対象として我々 に与えられ , 直
t
観 され る - と いう点が重要であるo こ の ように, 空間の 対象化は直観とともに始まる o も っ
鍋
とも, こ の 直観のうちには多様が含まれ て い る o しか し, こ の 多様はr綜括Jくzu s a m m e n-
fass enl されており, しかもこ の綜括によ っ て - 我 々 に空間の 直観がもたらされて い る o
9
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空 間の 対 象化 の 第 二 段 階 は- 第 一 段 階 に 於 て 与 え られ る 様々 な空 間の r付加J
くHiz utu u ngl及 び 鳩 軌 ある い は r合丸 くZu s a m m en s etzu ngl にある. と こ ろで , こ
の 傾 軌 乃至 r合 凱 に - 我 々 は次 の 二 つ の 可能性を区別するo くi1 それを通して再び全




れるQ 心 反対に l 全体 が確か に表象はされるが - 直観されな い 場合o こ の場 乱 傾 軌■ ■ ■ ■
乃 至 r合成J は我々 に非直観的表象を与える にすぎな い o ほ お - 空間 の対象化の 第三段
階として - 所与 の 空間の r分 凱 が考えられるが o こ れ に つ い て は後ほ ど触れる であろ
う .I
では - カ ン トは空間の 対象化の 問題を, ど のように捉えて い た であろうか o F判断力批恥
S26 で, 彼 は上の 区別に触れて い る の で , こ れを先ず見てみようo
こ の箇所でカ ン トは - 構想力による現象の 経験的綜合を問題と し, そ の 臥 構想力の働
きに1 r把軌 くAuffa ssu ng, ap pr ehen siolと 鳩 軌 くZu sa m m enfa s ung, c o mprehensiol
とを区別し くV, S. 251J- しかもそれを 一 体 の もの として捉えて い るQ 即ちl 構想力は現象■ ■
の多様をその都度把捉しながら- 同時にそれを何らか の全体的表象のうち - と綜揺する o
■ I
くV, S. 253, こ れは 鳩粋理性批 削 に言う r把捉の綜合J CSynthesisderAp prehe nsio nj
に他なら か -o と こ ろで - 構想力は r対象の現在なしにも対象を直観に於て表象すると こ
ろ の能 加 くB 151ほ して - 現象 の 多様を何らかの 直観的表象のう ち - と綜括する o 換言す
■ ■ ■
■ ■
れば - r何らか の 直観 のうち へ の 多の 練乳くZus a m m enfa ssunどdesViele nin ein eAnschau-榊
u nglくV, S. 2541 を行う o
■ ■ ■ . ■ ■ ■
と こ ろで , こ のような直観 へ の綜括は - 経験的綜括である限りでは , ど こ かに限界をも
ち- r早晩その最大値に辿り着かJ ざるをえな い o くS. 252I こ の場 乱 我々 は現象の 多様を
我々 の 前にもち- それを綜括するが - その 全体を直観的表象として所有する こと ができな
い
- 即ち直観するこ と がで き か -o 綜括は こ こ で単に非直観的表象を与えるにすぎな い o
■ 書 ■ ■
こ の ような綜括を- カ ン トは 博 凱 くVerstandjに基づくと考える . そしで悟性 によ っ
て始め て 胤 くZahlj が産出され ると考える. くS.255l ただ しこ の 敵 情性の 機能に 関し
て - 我々 は次 の点を注意す べ きであるo 悟性は こ こ で単に 多様を非直観的表象 へ と綜指す
■ ■
る能力と看徹され て い る の ではなく1 む しろ次の ような包括的な能力と看倣されて い る o
即ち, それは綜括によ っ て与えられる表象が直観的か非直観的かを問わず, 一 般 に多様を
■
■ ■
独自 の仕方で綜揺する能力であり- 従 っ て それ は- 場創 こよ っ て は経験的構想力とともに,
しか し場合によ っ てはそれ を越えて - 綜括を遂行する o まさ に こ の悟性によ っ て数が産出
■ ■ ■ ■
さtL それを通して現象が悟性的に規定される o こ の規定をカ ン トは こ こ で 慨 学的量評
凧 くm athe m atische Gr8Be n scha tzu nglと呼んで い る. r測 乱 くM ess enj は これ に当る o
O9ナ
で は- 鳩粋理性批 削 では - 空間 の対象化は どの ように扱われて い るであろうか . こ れ
を次に出来るだけ立ち入 っ て分析 してみようo
先ず 慢 性軌 に於て , カ ン トは空間を- そ こ から 一 切 の鐘験的要素を分散する こ とに
10
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よ っ て, r純粋直観J として取り出す. 従 っ て , 構想力はく構想力として取り出されて い る
■ ■ ■ ■
わ けで はない がl, 経験的綜合の も つ 上述の制限から解放されて - い かなる空間の多様に つ
■ 書
い ても, それ を直観的表象 - と綜括する と こ ろ の純粋能力として捉えられる. まさに こ の
故にカ ン トは巳に r感性論J に於て, 継次的綜合の r進行J に つ い て語り つ つ 1 それを r果
■ ■ t
て しなきJ くgren zenlo sJもの として認め , しかも こ の進行をr直観の進行JくFortgangder
An schau u nglくA 251 として捉えるの である . こ こ で は継次的綜合は , 単に多様を 一 般的に
何らかの全体的表象 へ と綜括するもの として捉えられて い る の ではなく, その進行の全過
■ ■ ■ 書 ■
程に於て 1 絶えず直観をもたらすもの として , 即 ち多様を直観的表象 へ と綜括するもの と
して捉えられて い る o まさに こ の ようにして - 空間は r純粋直観J として捉えられるの で
ある o
r分析論J く特に r原則論J の 中で - r直観 の 公理J を論ずる節l に於ては, こ の 点は -
く畑
層明瞭に観取される o こ こ でカ ン トは, r合成J くZus a m m e ns etz u nglある い は r継次的綜
■ ■ ■ t + ■ ■
合J くs ukz essiv eSythesislの もとに, 直観 のう ち へ の 多様の綜括を理解して い るo と いう
■ t t
の は , 彼は こ こ で r直観の公理J くAxio m eder Anschau u ng, に つ い て語り, その 原則を
次の ように述 べ て い るか らである o r凡て の 現象はそ の 直観に関して外延量である oJ くA
■ ■
1621 ある い は , r凡て の直観は外延量である oJ くB 2021 更に彼は- r知覚 の予科J の 原則を
論じた節で , r直観の 公理J の原則を回顧しなが ら, それが r純粋なく単に形式的なl直観J
を問題 にして い た こ とを認める o くB 2071
それに対して r弁証論J く第 一 及び第 二 の 二律背反の章l では , 純粋直観ではなく, r経
■ ■ ■ t t
験的直観Jくe mPiyische Ans cha u unglくA 512f.1B 540 f.1 が, そしてr経験的綜合Jくe mpiyische
t41J
SynthesislくA 499fノB 527f. , A 510B 5381 が問題となるo 即ち , 現象の 多様を経験的にr与
■ ■ ■ ■ ■ ■
え られたもの と看倣しJ た上で 仏 416IB 441l- その経験的綜合の r全体性J CTotal it叫
が問われる.
と こ ろで , 以上の 点に対応して い る の だが , 全体表象の与えられ方に関して , r感性論J
及び r原則論J と r弁証論J と の 間には , 次の ような重要な相違が認め られる o 即 ち, 後
者では前二者と違 っ て , 全体表象が必ずしも直観的表象とは看倣され て い な い . 換言すれ
ば, 綜括 の働きは , 町判断力批判A の 言葉で言えば , r悟性J に属する と考えられて い る o
まさに こ の故に 1 カ ン トは r弁証論J の 中で - こ とある ご とに経験的綜合の r列J くReihel
コロ琶
に つ い て語る の である o r弁証論J に於て は, Lr感性論J 及び r原則論J くと言 っ ても- こ
こ で は第 一 の 原則- ある い は 一 般 に r数学的原則Jが問題 であるがlと違 っ て 1 r純粋直観J
の方向 へ ではなく- r列J の 方向 へ と , 経験的構想力の上述の制限は越えられて いく o
こ の 超越は 1 経験的綜合の果て しなさくGr e nz enlo sigkeitlとともに , 新 たな形で遂行さ
れる o そ の 際1 こ の 果てしなさ に於て, 経験的綜合の 本質可能性 くW es e ns m8glichkeitl
tW
な い し必然性くW es e ns n otw endigkeitl が問われて い る , と い う点が今重要である o 即ち,
■ ■ t ■
こ こ で は , 経験的綜合が事実的にその 限界に突き当るか どうか , が問壌である の で はな
11
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144J
. . . . . .
. . . .
く , 経験的綜合がその 本質か らして何らか の 限界に突き当りうるか否か , それ とも絶えず
■ ■ t ■ ■ ■ ■ I
先 へ 先 へ と突き進まなければ ならな い の か どうか - が問題である o 経験的綜合の本質規定
■
■ t +
に 関する こ の 間に対して - カ ン トは - 経験的綜合 が 増 進的綜合J くr egressiv eSynthesisl
鳩
と看倣される限りで - 次 の よう に答えるo 鳩 は経験的綜合に於て - い つ の場合 にもただ次
■ ■ + +
■ ■ ■
の ような制約に辿り着くにすぎな い - 即ちそれ自身もや はり鹿験的に制約されたもの と看
■ ■ t ■ t ■ ■ ■
倣さなければならな い ような制約に辿り着く . . . . . .J 仏 517 fノB 545り こ の 必 然性から次の
必然性が直接帰結する o 鳩 験的綜合の上昇する列に於て, た と い ど こ まで辿り着こうと,
■ ■ 書 ■ ■ 一 ■ ■
私は如何なる場合にもより上位の 項をへ た と い それが経験によ っ て知られ て い ようが い ま
- - . . . . . . 舶I
い が - 求めなければならな い oJ くA 518B 546l - こ こ から, 次 の点が洞察され るo r弁証
軌 く第 一 及 び第 二 の 二律背反の 割 に於ては- 確 か に 鳩 粋直 軌 としての 空間 . 時間が
問題とされて い るわけで はな い o しか し1 だ からと言 っ て又 , 経験的綜合 情 進j が限界
■ ■
をもつ かもたな い か と い う事実問題がそこで争われて い るわ けでもな い . そ こ で問われて
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
い る の は - 経験的綜合の 本質可能性な い し必然性であり1 従 っ て , 上の カ ン トの 答を踏ま
. . . く抑
えて言えば , 経験的綜合 く部割 の本質的果てしなさである.
と こ ろで - こ こ が決定的な点だが - こ の果てしなさとともに - 経験的綜合の根砥に
■ ■ ■
存する空間 . 時間が - まさ に対象化され るo 即 ち, 我 々 は空間 . 時間をやはり果てしな い
■
I
も の と して 榊象的にl表象する . こ の とき我々 は- 慢 性乳 へ と回帰し つ つ , 次の よう
に言うこ とができる o 我 々 は空間 . 時間を 撫 限の量として, くals une ndliche Gr8Bel一
郎 ちそ の r果てL なさJ くGre n zenlo sigkeitlに於て r表象するJ くv o rstellenl, とo くA 25,
B 391
こ の ようにして 1 第 一 及 び第二 の 二律背反は - 再び空間 . 時間の 対象化の 問題 へ と帰っ
てくるQ しかしその 臥 r無限J くUn e ndlichkeitlの問題が主窟化される . そして こ の 点 に ,
r4F証 軌 の独自性があるo こ の 観点から - 我々 は空間 . 時間の 対象化を, 次 の 三 つ の 段
階に分 けて捉える こ とがで きるであろうo 川 何らか の 限定 され た空間 . 時間の 直接的把
鼠 即 ち直観 C21 こ の ようにして与えられる様 々 な直観の 値観的ある い は非直観的表象
のうち へ のl 憾 軌 o ほ お 1 こ の裏側には1 r分 凱 の問題が隠され て い る.jく31 傾 軌
の果てしなき進行o - 問題は C3J にあるo r綜 軌 くZu s a m m enfas su ngj ある い は r継次
的綜合J くs ukzessiv eSymthesisl の進行は, 何故果て しな い もの として捉えられ る の であ
ろうか o
こ の果てしなさを1 カ ン トは次の ように捉えて い る. r私 は い つ でもより先 へ と進む こ と
■ 事
■ ■ ■ ■
が できるJ くIch ka n nim m er w eiterfortgehen.I, ある い は r軌ま い つ で もより先 へ と進
. . . . . . . . 1佃
まなければならな いJ くIch m uPノsoll im m e r weiterfortgehe n.j. で は l 我 々 は何 臥 例
えば空間の対象化に於て - い つ でもより先 - と進まなければならな い の であろうか o
t49I
なお , カ ン トは こ の r進行J げortgehe n, Fortschr eitenl を, r背進J くRegres su slとし
て理解して い る の で くA 412fノB 439り - 我々 は上の 間を次の ように言 い換える こ とが でき
12
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るo 何故我々 は空間の背進的対象化に於て , い つ でもより先 へ と進まなければならな い の
I.Wl
か. こ の 間に答えるため に我 々 は, くil 空間の 対象化は如何なる意味 で背進であるの か, くiiJ
■ ■ ■ t ■ + t ■
こ の 背進は何故 い つ でも続けられなければならない の か , こ の 二点を究明する必要がある o
比較 の ため に , 数を取り上げてみようo 数は我々 によ っ て産出される . 産出され る限り
で, それは我々 に与えられ るo こ こ に数 の根本規定がある . と こ ろで , 数 の産出は先ず自
■ 事 ■
然数に関して行 われる o こ の 際
- こ こ が決定的な点だが - 自然数は列に 於て前進的
く5n
くPrOgreSSivl に産出さ れる o 他 九 負の 整 数 分 数 そして無理数は- 自然数の前進的産
■ ■ 一 書
出を基礎として , 従 っ て それ自身も前進的に産出され る. こ の ようにして l 数全体 くさし
■ ■ ■ ■
あたり実数の 全体l が前進的に我々 に よ っ て 産出され るo 従 っ て , 我 々 は こ こ では , 根本
的に言 っ て如何なる r背進J も認める ことがで きない o 数学はまさ に数を , そして
一 般 に
1521
量を- こ の ようなもの として扱 っ て い る .
と こ ろで , 数学 く幾何学l に於て は, 数 く量Jの 前進的産出の観点は, 空間 亡例えば線1
にも適用される . こ の 場合一 空間は , 我 々 が把握ある い は綜括する限りで我々 に与えられ
t ■ 暮 ■ ■ 暮 ■ ■
る もの と看徹される o 即 ち , 空間はまさに多様の 継次的 . 前進的綜合に於て産出される限
りで , またその 仕方に応じて, 我 々 に与えられる の であ っ て - こ の 綜合に先立 っ て我 々 に
矧
与えられる の で はない , と考えられ るo
伽l
こ の 綜合を我々 は 1 数 の場合 と同様に , い つ でも先 へ と進める こ とがで きる . そして こ
■ ■ ■
の 場合 rできるJ くk8n n e nlとは , カ ン トの言うように , さ しあたり , r我 々 の欲するまま
伍51 く56j
にJ くsow eit wir w olleれ 即ち r任意にJ しbeliebigl と いう こ とを意味して い るo しかる
に これ は1 我 々 が継次的綜合の進行に於て 自由 Vyleilである こ と 1 即ち, こ の進行に於て
耶l
止るか進む かは , 全く我々 の 意 の ままくwillkiirlichJであり , 従 っ て我々 は欲するならば果
てしなく進行を続ける こ とができる と いう こ とを意味して い る o こ こ に はr可能性JくK 紬 -
1 .tn
men, M8glichkeitl はあ っ てもー r必然性J くMiisse nlSolle n, Notw e ndigkeitl はな い .
も っ とも- 我 々 は数学に於て , 上 の歩 み を止めるわけには い かな い o 絶 えざる前進の た
めに - 我々 は い つ でもより先の 領域 くBereichl を開けてお かなければならな い . し かし,
こ の 必然性は我々 の外から来るもの ではな い o それは た だ我々が我々 の 所有するような形
■ ■ ■ ■ I
で数学を所有するために の み - 認 められる にすぎな い o こ の 意味で, 我 々 は領域の 開示に
. . t591
於て , あくまで自由である o
しか るに - 空間に つ い て次 の点が洞察されるとき, 決定的な
一 歩が踏 み 出される. 上で
は空間の量的規 息 ある い は 一 般 に多様の 把握な い し綜括 が取り上げられ , そ れが徹底的
t L 4 +
A
4 4
に我 々 の認識の 自発性に還元 される こ とが示さ れたo しか し, そ こ では空間その もの の -
■ + ■
即 ち こ れらの 規定 . 把握 . 綜括を受け入れると こ ろの 空間その もの の 所与性に つ い て は ,
触れられて い な い . しか るに 1 空間はまさにかかるもの として , そ の 規定 . 把握 . 綜括に
■ ■ ■
■
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まさに空間の こ の根源的所与性か ら見るとき-
.
多様 の把握および綜括が必然的となるo
即ち- 空間を対象化するため に - そ してそれを通して- 我 々 の 対象認識を可能にするため
に , 多様 の把握 . 綜括が必然的となる o
従 っ て問題は- 多様 の把握 . 綜括 の - 換言すれば継次的綜合の果て しなき進行が , 何故
■ ■ ■ ■ ■
■ ■ t
必然的かにある o こ の 必然性の 根砥には - 上の 場合と同様 に- 多様 の根源的所与性がある
■ ■ ■ .
■ 書
は ずである o 我々 の結論を予め言おうo 空間の 多様の根源的所与性が , 継次的綜合の 果て
しなき進行を必然的にするo - こ の 解釈を根拠づ けるために - 継次的綜合の 進行 一 般の
必然性を分析してみよう.
そこ で先ず- 上で は省略して い た分割の 問題を取り上げ 1 分割に於る継次的綜合の進行
の必然性を分析してみよう o 分割に先立 っ て 1 空間は限定され たもの として対象的に与え
られるo その 臥 次 の 点が重要である c く1l こ の 空間は r何らか の 多様をそれ 自身のうち
に含むJ rein M a n nigfaltigesin sich enthaltenlo ほ に の 多様は しか し, rそ れとしてJ
くals s olchesJ 唱凱 くu nterscheide nj きれ て , 対象的に 把握ある い は 犠 象J くv or-
ste11e nl されて い るわ けで はな い o くA 991
こ の 洞察は r弁証軌 に於てl 次 の ような形で展開される . 多様は確かに所与の対象的
空間の うちに r含まれ てJ くe nthaltenl おり- こ のようなもの としてそれ は こ の 空間のう
ちに r与えられ てJ くgegebenl い る, あ る い は 頓 に与えられて い るJ くmit gegebe nl o
t6n
しかし- それ は対象的 に与えられ て い る の で は なく- た だ前対象的に くvo rgege nstdnd-
■ ■ ■ t ■
t6か
IichI 与えられて い るにすぎな い o まさに こ の 故に- こ れらの 多様を 唱 則するJ こ とが,
そして これによ っ て - 如何 なる 多様が部分として当該の対象的空間のうちに含まれ て い る
の かを r規定するJ tbestim m enlくA 5261B 554に と が, 必 然的となるo と こ ろ で 1 こ の 唱
+ + +
凱 及び r親 乳 とは - r骨害1JJ くTeilungl に他ならない o それ によ っ て始めて - 上 の 多様
書 ■ t t ■
は対象として把握され るo
こ の ようにして - 分割は必然的となるo た だし- 必然性の 意味に つ い て は - 注意を要す
るo こ こ で r必然軌 とは , 前対象的に与えられた多様を対象的に把握するために , 分割
■ t ■ ■ ■ ■ ■
が必然的だと い う こ とをさしあた り意味して い るにすぎな い . こ こ で はまだ必ずしも, 那
分が r%l胤 くBedingu ngl で - 全体が 鳩 胸 されたものJ くdas Bedingtel だ と考えられ
て い るわ けでは か -o 従 っ て 又 一 分割は必ずしも制約されたもの か ら制約 へ の 頂 胤 と
考えられて い るわ けで もな い o 分割は多様 榔 別 の対象化として , む しろ 鳩 進J を意
味する o た だ こ の場 乱 こ の 佃 進J が何故必然的か と言えば 1 多様が分割と いう対象化
によ っ て始めて産出され る の ではなく- こ の 対象化に先立 っ て, しかも こ の対象の ため に,
■ ■ ■ ■
t ■ ■ ■ ■ ■
■
根源的に与えられて い るか らに他ならな い o そしてまさ に多様の こ の 根 削勺所与性の 故に ,
■ ■ ■ . . . ■ ■ ■ ■
分 割 の 進行と いう対象化の 前進は - 根源的所与性 へ と通るもの として, 同時に 増 進J
くRegress ul と看徹され る o 即 ち一 分割は多様の対象化としては 憤 進J を意味する が ,
■ ■ ■
■ t ■ ■ ■ t
多様 の根源的所与性 へ の 連関に於て は 憎 胤 を意味する o こ こ に 増 進J の - カ ン ト
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によ っ て は明示的に述 べ られて い な い が
- 第 一 の , そ して根本的な意義があるo そして
もし我 々 が これを基礎として - 更に , 全体が部分 から成ると考える ならば - 部分 はたと い
対象としては後で与えられる としても, 全体 の
r構成部分J くBesta ndteil くA 251B 391 と
看徹され , 従 っ て 丸 全体の 咽J 軌 として , 反対に全体は部分 によ っ て 咽j約さ れたも
のJ として捉えられる こ とになる o くA 523fノB 551f. こ のとき始めて 1 分割は第二 の 1 し
A 4 4
か し派生的な意味で , r背進J と看徹され る o と にかく, 分割 の 根祇 には くzu m Grun
-
t ■ t ■ ■ ■ ■
del 多様の前対象的所与性が横たわ っ て い る くJiege nlo そして こ の 所与性に 基づ い て - 分
■ ■ ■
割が何よりも先ず第
一 の 根本的な意味で r背進J として必 然的となる.
と こ ろで , 多様が根本的に連続的なもの くKo ntin u u mj として与えられると いう ことか
ら1 分割の 進行に関して , 新たな決定的な面が付け加わる . 出発点として , ある限定され
たくbestim mt,begr en ztl 空間が与えられるが l 分割 くTeilu ngう は こ の 空間の うち に新た
に r限界J くGr en zel を与える と いう形で行われ るo こ の r限界J はしか し1 もと の 空間の
r部分JくTeilではなか っ たo 部分 としては 1 分割によ っ て新たに与えられる 二 つ の 空間の
みが認められ た. くS6参照1 そ の際 , 空間の 連続性に関しては 1 次 の点 が重要である. 即
o + 4 4 +
ち , 上の r限界J の本質規定に対応 して ,
r限界J はもと の 空間に於て越えられて くiibe r-
s chritte nl お り, まさに こ の ような仕方で , もと の 空間が , 分割にも拘らず, そ れを越え
て与えられ続けて い る o なお . こ の ような空間の絶え ざる所与性は , 任意の分割に於て認
められ るo 従 っ て , 我々 はもと の 空間の所与性に つ い て1 次 の ように言うこ とができる o
こ の空間は分割の あらゆ る遂行 に於 て, 絶えず 一 切 の 分 臥 従 っ て r限界J を越えて , そ
の同 一 性に於て , 与えられ続 けて い るo こ の 空間のうちで , 諸 々 の 部分 は連続して い るo
P割
こ れ が空間の 連続性の 第 - の 意味であるo
と こ ろで , 分割によ っ て与えられる部分空間は1 上述 の分割の本質規定に基づ い て , そ
れ自身や はり何らかの 多様を内に含むもの として, 我 々 に与えられるo 従 っ て, 我 々 はも
と の空間に つ い て と全く同様に , こ の 空間に つ い ても分割を遂行するこ と ができるo こ れ
は分割によ っ て与えられる任意の 部分空間に つ い て言える . 従 っ て , こ こ か ら次 の 帰結が
t ■ ■ ■ ■ ■ ■ . . ■ t t
出てくる. 即ち, 分割は い つ でもより先 へ と進む こ とができる o こ の 分割によ っ てそ の 那
度多様が対象化され るo と こ ろで , こ の 多様はもと の 空間に於て , 始めから , た だし前対
象的に , 与えられて い た . 多様 の こ の根源的所与性に基づ い て , 今や - 分割を絶えずより
先 へ と進める こ とは - 我 々 に と っ て単に可能でみるばかりで なく , 必然的となる o そして
こ の 必然性に対応して - 空間の 根源的連続性が , しかもこ こ に空間の 多様の根源的所与性
のある こ とが, 明らかとなる . 空間は連続的なもの として 1 我 々 に前対象的に根源 的に 与
えられ ており , それに基づ い て , 分割の 絶えざる進行が必然的となるの で ある o
で は , r合成J くZu s am m e n setz u nglに つ い て は どうであろうか . 合成の 場合問題となる
の は , 限定され た空間の うちに与えられ る多様で はなく , そ の そと に与えられる多様であ
る . こ の 多様を我々 は, 元 の 多様と同様に, 何らか の 直観的表象の うち へ と綜指して捉え
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る こ とができる o そ の結 乱 費初の 空間の そと に別の空間が把握さ れる o 我々 は更に, こ
■ ■ ■
れ らの 空間を合成するこ と ができる o 以下同様に - 次 々 とくn a ch u nd m a ch, n achein a nderl
■
■ ■
新 たな多様が把握され, それらの合成を通して- 次 々 とより大きな全体空間が把握される.
こ こ に は - 部分 から部分 - の - そして部分か ら全体 へ の 摘 後J の 列 の形成が認め られる.
こ の 列の 形成を根拠にして - 我 々 は空間の 所与性に関して 1 次 の よう に言うこ とができ
るように見える o 即ち- 空間は確かに連続的なもの くEontin uu叫 として根 削勺に与えら
れ て い るかもしれ な い が 1 しか し無限なもの くdasUn endlichel としては , 根源的に与え
られて い な い o の み ならず 1 それ は派生的にも無限なもの としては与えられえな い . と い
う の は- もLこ れが可能で あるとすれ ば1 そ れは合成によるほかな い が 1 しかし合成は決
して無限を与える こ とは な い からo
我 々 は こ の結論を認め る こ とができな い 洞 窟は 多様の所与性と対象化との 関係 にある .
上で - 部分 と部 久 部分と全体との 間に , 博 乳 の列が形成され ると言われ たとき1 実は
■ ■ ■ ■
こ れらの 部分お よび全体は対象的に把握されて い た o 対象的に把握されたもの として , 我々
は部分と全体 に つ い て語る ことがで きる. で は , 分割の 場合には どうだ っ た か .
分割 の 場乱 ある限定された空間が対象的に直接把握され , しかも こ の 空間が多様をそ
れ 自身のうちに含む こ とか ら- 分割の 遂行が必然的とな っ た. しかし- こ の 多様は果して
r部 飢 汀 eil であ っ た の であろうか . それは部分で はな い . r部分 J と言う以上 我々は
それを対象として取り出さ なければならな い o しか し- こ れ は分割くTeilu ngJによ っ て始
伽 . .
め て可能である o こ の よう に- 部分が対象であると い う点を押えるとき, 分割 の場合にも,
や は り対象化の レ ベ ル で - 全体と部分と の 間に - 博 乳 の 列の 形成が認められる o た だし1
こ こ で は全体か ら部分 へ である o
で は - こ の 点を踏まえて - 次 の ように問うてみよう . 分割 の場 乱 全体か ら部分 へ と対
象化の列が形成されるからと い っ て , 部分 の 基礎 にある多様の 所与性の根源性が否定され
■ ■ ■
た であろうか o 無敵 答は否である . むしろ分割の 進行は多様の 根源的所与性をその必然
的制約 として い た o
問題は従 っ て 一 部分 と部乳 部分と全体との 間の 列の 形成にあるの で はなく 1 列の 形成
の根櫨にある多様の 所与性にある o 分割 の場合問題とな っ た の は 1 限定され た空間のうち
■ +
に与えられる 多様であ っ た . 合成の 場合問題となるの は , その そとに与えられ る多様であ
■ ■ t
るo こ の 多様は限定され た空間のうちに- 予めそれ とともに与えられ ては い な い o こ れは
自明であるo 従 っ て - 問題は次の 一 点にある o こ の 多様は限定された空間の そと に, しか
■ ■ ■ ■ ■
しそれとともに予め与えられて い る の ではな い か o こ れを我々 は認め ざるをえな い o
令- こ れを否定してみ よう. すると - 次 の帰結が出てく るo 当該の 多様は予め 与えられ
て い な い 以上 我々 は それを- 数 の場合と同様に , 対象的把握に於て産出する しか な い o
■ ■
しかし- こ れは空間に関する限り不可能である. なぜならば , こ の 多様と第 一 の 多様とか
ら成る多様の新た な全体 は1 単に我々 によ っ て全体として捉えられ るだけではなく, 多様
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自身が全体を構成するもの として 自らを与えて い るからである o
従 っ て , 我々 は次 のように言わなければならな い o 多様 の 根源的所与性は単に限定され
■ ■ ■ ■ ■ ■
た空間のう ちに認め られる の では なく , 同時に その そとにも認められる o そして1 い ずれ
■ ■ ■
の 場合にも, 根源的連続性に於て o 多様は限定された空間を越えて , 前対象的に根源的に
我々 に与えられて い る. まさ に こ の故に , こ の 多様を.対象化するため に, 限定された空間
■
■ ■ ■ ■
を越えて い く こ とが, そして合成が - 必然的となる o なお , こ の 対象化の 進行は, 多様 の
根源的所与性 - の連関に於て は, r背進J として捉えられる.
残る問題はそれ故 , 対象化の進行が本質的に果て しなきもの と看徹されねばならな い か
どうか にある. こ れも又我々 は肯定するしか ない . そして そ の根拠は, や はり多様の根源
的所与性にあるo と いう の は , 空間を対象化する場合, 我 々 はそれを限定され たもの とし
て把握するしか な い が , こ の 限定 1 従 っ て空間の限界を我々 が如何なる以方で把握しよう
と, 空間の 多様は い つ も こ の 限界を越えて に の 意味で無限なもの としてl, 前対象的に根
源的に我々 に与えられて い るか らである o こ の 多様を我々 は余す所なく完全に対象的に把
握するこ とはできな い o
以上, 空間の根源的所与性に関する我々 の解釈の要点をまとめてみようo
く1j 空間はあらゆる対象化に先立 っ て根源的に我 々 に多様を与えて い る o こ こ に空間の 根
源的所与性があり1 それを我々 は r感性的直観の純粋形式J ある い は r感性の 純粋形式J
と解釈する o
く21 こ の空間は分割に対して は r連続的なるもの J くKo ntin u u mlとして 1 合成に対して
闇
は r無限なるものJ くdasUn endlichel として - 我 々 に根源的に与えられて い るo
t31空間の こ の根源的所与性に基づ い て , 分割及び合成の 果てしなき進行が , 背進として
必然的となる o
で は 1 時間の根源的所与性 に つ い て は どうであろうか o r感性論J に於てカ ン トは , 空
間の場合と同様に , 時間に つ い ても次の よう に述 べ て い る . 時間は r根壕的Jくu rspriing-
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ t ■ ■ t ■
1ichl に, r制限され ない も の J くu n eingeschyld
.
nktll r無限なるもの J くu ne ndlichl として
r与えられ てお りJ , こ の ようなもの と して時間は - 一 切 の 現象の把握 くそれは時間の
r制限を通して の みJ 可能であるl の r根抵に存するJ くz u mGr u nde liege nl. CA 321B
48I - こ こ で カ ン トは時間の根源的所与性を無限の 持続に求め て い る .
それに対して , r弁証論J に於て は, カ ン トは時間の 無限性を有限性とともに否定して
い るo た だし こ の 場合, 空間 の場合と同様, 時間の 対象化が問題ときれ て い て, 時間の 根
源的所与性は問題とされ て い な い . 従 っ て , 我 々 はカ ン トを忠実であろうと欲するなら
ば , 時間の 根源的所与性 に関 しては , r感性諭J に引き返 して , そ れを無限 の持続に求め
るしかな い ように思われ るo しか し, 我 々 は こ の 考えを根拠づ ける こ とが できるであろう
か o
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そこ で - 先ず次の点に注意しよう o 時間の 根源釣所与性は, 確かに 慢性 乱 に於ては-
無限 の持続に求められて い た o しかし- 根 削勺所与性の 問題はl 他方で 博 胤 の 問題と
寄掛 こ連関して い る o と こ ろで , r弁証 軌 に於て カ ン トは - 時間に関する背進を専ら過
去の 方向に認め て い るo しかる に こ れは - 未来の 方向に於ては時間の根源的所与性が求め
られえない こ と - 従 っ て - もしそれを無限の 持続に求めると しても1 それはただ過去の持
3調
続に関して の み認められうる こ とを意味して い る o こ れ は明らか に 慢 性軌 の 立場に背
馳する o 時間 の根源的所与性 に関するカ ン トの 見解は , こ の ように して破綻を来すo 我々
は カ ン トを越えて い か なければ ならな い o
手掛りは - 空間 の場合と同様 に- 綜次的綜合による時間の対象化の 進行にあるo こ れを
我々 は次の 四段階に分 けて考える こ とが できるであろう . くil未来 へ の進行o くiij過去 へ の
進行 o GiO より大きな持続 - の 進行o 帥 より小さな持続 へ の進行o 一 間題は 1 こ れらの
進行の うち- どれ が背進と看倣されうるか にあるo こ れを見出すこ と , そしてそれを通し
て 1 時間の根源自勺所与性を解明する こ と, こ こ に我 々 の 以下の 探求の課題 がある .
先ず, 未来 へ の進行から吟味してみよう o こ の 進行によ っ て , より先の 未来が対象化さ
れるだ けでなく1 未来がより大きな持続から成るもの として対象化され る. で は , こ の進
行は背進として捉えられうるであろうかo これが可能であるため には 1 未来が村象化の進
行に対して , 多様を根酒紬勺に与えて い なければならな い . しかし1 我 々 は こ れをカ ン トと
ともに否定する o
確かに 1 未来は状態の r流れ去りJ くVerflieL3enJ に関して - そ の r根 軌 くUrspru ngl
と看徹されるであろうo こ の 限りで は, 未来 へ の進行は背進であるか の よう に見える. し
か し, こ の背進は実は見か け上の 背進である にすぎな い . なぜ ならば, 未来の 状態は確か
に現在 へ と到来するもの として我々 に表象されるが 1 それはただ我々 によ っ てそう表象さ
■ ■ ■
■ t . . . .
. . . . . t ■ ■ ■ ■ ■ ■
れ る だ けであ っ て , 決して未来のうちに存在するもの として , 予め与えられて い るわけで
■ ■ ■
は か -o 即ち1 こ こ に ほ l 空間の 場合に認められた多様の 根源自勺所与性が欠けて い る o r地
平J くHo riz ontl乃至 r領 軌 くBereichJとしては , 未来は確かに現在とともに与えられて
い るo しかし, こ の r地平J 乃至 r領 軌 を充たす多様は, 決してそこ に始め から与えら
れて い る わけでは な い o それ は現在を - 少くとも表象の う ちで - 越えて い く こ とに
- . . 即I
よ っ て始め て , 我 々 に与えられうる o それは始めから与えられ て い る の で は なく , 産出さ
れる の であるo こ の ように , 我 々 は未来 へ の 進行をただ r前進J として の み認め る こ とが
できる o
従 っ て 丸 持続に関しても, 未来の 対象化は ただ r前進J として の み理解されうる o 即
■ ■
■
ち- それは数 と全く同様 に, 更には線の 数学的表象と同様に , 連続量の数学的産出として
t油
の み . 理解されうる.
で は 1 過去 へ の進行に つ い て は どうであろうか o 現在が過去から由来すると いう ことか
ら, カ ン トは過去 へ の進行を r背進J として理解して い る. こ れを我 々 は認め る ことがで
18
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きるであろうo で は , こ の 背進を認め れば 1 我々 は時間の根源自勺所与性を, 果てしな い過
去のうちに , ある い はそれより現在 へ と至る無限の 持続の うちに求め なけれ ばならな い で
あろうか o
確か に我 々 は , カ ン トが r感性諭J で述 べ るように, 時間を無限の持続として
r表象す
脚 細
るJ くv orstellenl であろう . しか し, こ の
r表 乳 は単 に暫定的なもの にすぎ か -o . 従 っ
て , 我 々 は こ の 表象が , 空間の場合 と同様に, 何か時間の根源的所与性を示すもの と速断
してはならな い o 巳に上に, 未来 の時間に つ い て は , そ れが単に前進的にの み与えられう
る こと , 従 っ て未来の持統に時間の根源的所与性はな い こ とが示された . で は , 我々 は過
去の 方向にこれを求め る こ とがで きるであろうか o こ れを見る ため に, 我々 は過去 の 所与
性を分析する必要があるo
これに関しては , 未来の 場合と同様に , 次 の 二面を先ず区別しなければならな い . くil過
去は r地平J 乃至 r領域J と して , 現在とともに与えられ て い るo くiilそれ に属するもの と
して , 即 ち過ぎ去 っ たもの , か っ て存在したもの として , 多様が与えられるo
- こ の う
ち- こ こ で問題なの は , 未来 の場合と同様に, 後者である o そしてまさに こ の点に- 未来
との相違が認め られ るo 即ち, 未来の 多様は単に与えらゴ1うるくgebbar, dabile もの であ っ
て , 与えられて い る くgegebe n,datu ml もの ではなか っ た . それに対して , 過去 の 多様は
■ 暮 ■ ■ ■ ■ t ■ ■
か っ て存在した くge w ese nl もの として , 己に r与えられて い るJ. くVgl. A 410f.1B437り
これは単に与えられうるもの で はな い o
■ ■ t
しか し, こ こ で問題なの は 1 多様 の所与性 一 般で はなく, そ の根源的所与性である. さ
しあたり我々 に直接的に与えられて い る の は1 現在の 多様である. 従 っ て , もし こ の 多様
t ■ ■
を越えて時間が根源的に与えられて い る とするならば, こ の 時間は現在の 多様のう ちに,
■ ■ ■
ある い は少くともそれ とともに , 与えられ て い なければならな い o しか るに, 過去 の 多様
は - 確 かにか っ て存在したくge w ese nj もの として己に与えられて い るとは い え, や は り過
■ t
■ ■ ■ ■
ぎ去 っ てくve rga ngenlい るo 即 ち, そ れは最早存在しな い , 最早現在的なもの として与え
暮 t ■ t ■ ■
られ て い な い . まさに こ の ように, 過去 の 多様は現在の 多様から区別され - こ の 区別に於
ml
て非存在の , ある い は非所与性の賂印を押きれる o 故 に, こ の 限りでは , 我々 は過去 の 多
■ t ■ ■ ■ ■
様に関して , 現在 の 多様とともに , 況やそれの うちに与えられ て い る , と言う ことはでき
な い o
それ臥 もし我 々 が , 過去 の 多様は現在の 多様とともに与えられて い る , と言 い うる と
するならば , その ため には, r過去 軌 くVerga ngenheitlおよび
r既在 軌 くGe w es enheitl
を越えて , 過去の 多様に何か新たな本質規定が付け加らなけれ ばならない o こ れ が即ち-
過去は現在の 咽J約J くBedingu nglくVgl. A 4101B4371, あ る い は
r根源J くUrspr u ngl で
ある , と い う規定であるo
ただ し, 我 々 は以下の 理由か ら, 後者 の表現を選ぶ o r制 札 乃至
r条 軌 くBedingu ng,
陀21
co nditiol と い う言葉は , r必然的制約J 乃至 r必要条件J くn otw e ndige Bedingu ngl と い
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う意味でも- 慨 分条軌 くzu reichende Bedingu ndl と いう意味でも使われうる . こ の 息
こ の 言葉は 二 義的である o の み ならず - い ずれ の 意味に於ても ー rA件J 乃至 咽 胤 は
■ t t
通常何らか の 一 般性をも つ も の として理解され るo そ れに対して, 過 去と現在との結び つ
きは- こ こ で始めか ら 一 般的なもの と看徹すこ と はできな い o 過去から現在が 鳩 来す
るJ ある い は r発源するJ くentspringenl 仏 4121B 439I と いう こ とが認め られて い るだけ仔31




で は - 鳩 軌 として の 過去の 多様は- 現在 の 多様とともに与えられ て い る , と言えるで
あろうか o そ こ で - 次 の 点に注意しようo 過去が現在の 咽 軌 であるとは - 現在が過去
から 頂 源するJ くentspringenl こ とを意味する o しかる に - r党 軌 とは - 時間の 中 では,
憤 れJ くFluBl を1 即ち現在が過去から rWLれ出るJ くau sflie8e nl ある い は rWLれ来るJ
merflieBenl こ とを意味する. 従 っ て 1 r発 軌 と ともに , 時間は 憤 れ, として与えられ
る o こ の 流れの 中で - 即 ち過去か ら現在 へ の 流れ の 中で - 過去はその根源として捉えられ -
それ に対して現在は こ の 流れを通して与えられ るo
しか るに- こ れ は次 の こ とを意味するo 過去が現在とともに与えられるため には , 過去
から現在 へ の 時間の 流れ くHerflieBe nI が現在とともに与えられ て い なければならな い .
これが充たされて い る とき1 か つ そ の ときに限 っ て 一 哉 々 は次の ように考える ことができ
るo 過去は上の流れ の根源として - こ の 流れとともに, 従 っ て 又現在とともに 与えられて
い る - と o だ が果して現在から過去 へ の 流れは , 現在 とともに与えられて い る. と言える
であろうか. 酔
こ の流れは現在から- ある い は正確 には現在の 多様から , 次 の ような仕方で区別されるo
即ち- 後者が前者を通して与えられるもの であるの に対して , 前者はそれを通して後者が
■ ■ ■
与えられ ると こ ろ の それ くW odur chl として - 後者か ら区別され るo しかるに これ は, 前
. I . . . .
. . E7心
者 惚 れl が 鳩 軌 と 同様に過去 に属して い る , と い う こ とを意味して い るo 従 っ て,
こ こ から次の 帰結が 出てくる. 過去 から現在 へ の 流れは決して現在の 多様とともに与えら
れては い な い o - 確 か に我 々 は こ の流れを , 単に過去か ら r流れ出る, くa u sflieBenl も
の としてだけではなく- 現在 へ と r漁れ入るJ 他ereinflieBenl もの としても理解する. こ
の 場合 - こ の 流れは現在の 多様と ともに与えられ て い るようにみ えるo しかし, 我 々 は こ
こ で次の 区別をす べ きである. 上の 流れはただ現在の 多様の うち へ と流れ入 っ た くゐg ,ein-
+ ■ ■ t ■
■ ■ t t ■
gejlossenj もの として - 現在の 多様とともに- あ る い はむしろ現在の 多様のう ち に , 与 えら
■ ■ ■
れ て い る にすぎな い o しか し- こ れ は r流れJ くHerflieBe n, He reinflieBe nl そ の もの では
ない o なぜなら - こ の流れは - あくまで上の ンW odu rchくと して , 現在の 多様から区別さ
れるか らであるo
以上か ら- 次 の結論が 出てくる o 過去 は 憤 れJ くHerflieBenl としてもー その 場 軌
くUrspru nglとしてもー 決して現在と ともに根源的に与えられ ては い な い o 他 九 未来にも
20
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現在に於て , 時間は r流れJ の ur chfluBl として - 根源 的に 直観され て い る. た だ L
こ の流れの 中で , 過去および未来の 地平が同時に開かれて い る o 従 っ て こ の 流れは , -
一 方
で過去 から の 流れ として捉えられる . こ の流れを我々 は再びンHerflieBe nくと表現する こ
とができるであろうo た だし, こ れは上述の 流れ と違 っ て , BDu rchfluBくそのt, の を意味
する o 即 ち, それ は過去に属するの ではなく l 現在に属し て い る o ただ それ がンHerflie
-
Be nくと表現され る の は o 過去 な い し既在をその 由来 . 根源とLても ち つ つ , そ れ へ の
本質的連関に於て捉えられるか ら に 他ならな い o そ れ は , 過去 机 -し既在 へ の 連関に 於る
ンDurchfluBくその もの に他ならな い o
他方で , こ の 流れは未来の地平の 開示性の中 で , 未来 へ と流れ出るもの として捉えられ
るo こ れを我 々 はンAu sflie6enくと表現できるであろうo こ れも , 上の ンHerfliBe nくと同
様に , 未来 へ の 本質的連関に於るンDur chfluBくそ のも の に他ならな い oニン DurchfluBくと
して時間は根源的に与えられて い る. そして こ の 流れ に基 づ い て , そ れ がンHerflieBe nく
及びンAusflieBenくと捉えられ る こ とから , 未来 へ の前進と過去 へ の背進が遂行され - そ
れによ っ て現在の みならず未来及び過去が対象的に把握される o
以上によ っ て , 時間の根碩的所与性が無限の持続にあるの ではなく ,
r流れJ げIuL31に
ある こ とが , 示 され たであろう o 残る問題はただ
一 つ ,
r瞬 臥 CAugenblickl 乃至 r時間
点J くZeitpu nktj に関するもの だ けである o こ れを最後に 見て みようo
こ の 点に つ い て は , 最早多くを吉吾る必要はあるま い o 空間の 場合と比 べ てみ れば い い o
空間の場合 , 確 かに r限界J くGr en z elとして の 点は , 限定され た空間とと い こ, その 限界
として直接的に与えられる o そ れ に対して , 延長の 究極の構成要素としての点は , も しそ
れが対象として与えられうる とするならば l た だ分割を通しての み 1 しかも無限分割を通
しての み , 与え-ら れうる o しか し, 無限分割はただ果てしなき分割として の み 与えられう
る の で あ っ て, 結果 と しては 与え ら れ えな い o 故 に , こ の 意味 で の 点は た だ
r理 念J
くIdeel として の み , 我 々 に捉 えられうるo くも っ とも, こ の 理 念の産出は , 分割 の 果てし
なさとともに , 我 々 にと っ て 必然的で はあるが .lの み ならず, 我 々 は延長の 究極の 構成費
t 一 書 ■
素として の 点を, 前対象的根源的所与と看徹すこともできな い o なぜならば , た と い 前対
t ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
象的に与えられ るとしても, そ れはた だ連続的多様のうち で の み 与えられうる か ら で ある o
点ではなく, 多様が - し かも連続性に於て - 根嘩的に与えら れて い るo
時間の 場乱 こ の 多様と は, 上 の 分析 から明 らかなよう に , 現在 の 多様を意味 する o そ
して こ の 多様が持続に於て与えられる こ とから - 空間の 場合の 多様の分割に 対応して - 持
続の分割が必然的となる . しかも, 時間 の場乱 次のような特殊事情が認め られる o 分割
によ っ て与えられる持続の部分は , 空間の 場合と違 っ て, 同時 に 存在するこ と が できな い o
- 方が与えられ て い るときには , 他方は与えられて い な い . こ の 関係は I J
ILての 持続 の 分
割に関して認め られるo まさ に こ の事情に基づ い て , 時間の 根源的所与性が
r時間丸 に
21
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ある の では な い か , と い う見解が生ずる o こ の場乱 時間点は対象として与えられえない
t ■ ■ 暮 ■
か ら 榊 象として は 唱 念J にと どまる1- た だ前対象的に根源的に与えられ て い る , と考
えたくなる o
しかし, 我 々 は こ の 見解を認め る こ とができな い o 確 かに我々 は持続を量と して捉えtA
18 31B 226I- そ れを分割する こ とができるo しかし- 持続は同時に 憤 れJ くFluBJ を, 令
■ ■ ■ ■ ■ 事 ■
の 場合ンDu rch fluBくを意味する . まさに こ の 流れ に於て , 現在 の 多様が根源的に与えられ
る o こ の ように - 多様が流れ に於て根遜紬勺に与えられるか らこ そ , こ の 多様に つ い ての 分
割が可能となり 1 且 つ そ こ に 博 聞点J を考える ことが可能となるの であるo 時間点は,
■ ■ ■ ■ ■ ■ t
もしそれが与えられうるとするならば - ただ流れ に於て の み , 我 々 に与えられうる . その
証拠には 1 仮 に時間点が直接的に与えられて い ると考えてみても, それを越えて流れが根
源的に く即ち- 時間点の所与性に遼元できな い も の とし
-
てl 捉えられる こ とを, 我 々 は認
め ざるをえな い o しか るに これは 1 時間点ではなく- 漁れ こそが , 我 々 に根源的に与えら
れて い る - と い う こ とを意味して い るo
こ の よう にして 1 我 々 は時間の 根源的所与性が r流れJ くFluL31にある こ とを突き止める
こ とができた o で は - 時間 の対象化と r統覚の 超越静的統 一 J と の 関係 に つ い て は どうで
あろうかo く未完I
註
uJ Vgl. au ch B 140.
t2J 次の 表現 も参乱 yim Ge mute aprio ria ngetr offe n w e rde nくeA 201B 341
はI 空間に つ い て は- A 23JB 38, ,A 24IB 38, A 24JB 39, A 251B 39, B 162. 時間に つ
達
し-ては , A 301
B 46, A 311B 46, A 32ノB 487 B 67. 空間. 時間の 両 方に つ い て は , A 107, B 150. 他に Pr olego m en a
S7 くIV,S- 281J,i12く工V,S. 285l,S38くIV,S. 322l. Fo rtschrittederM etaphysikくX X,S. 2701 参乳
な お - 二 つ の 表現を 一 つ にした もの と して は- 次を参 軌 ンv o rhe rim Ge mu te z ugru ndeliege nくくB
68l.
他 職 序づ け られ て 直観 され るJ はe o rdn et, a nge schaut w e rde nl と い う箇所 が, 第二 版 くB 341 で は,
傾 序づ け られ うるJ 亡ge o rdn et w e rdenhan nl と 番き換 えら れて い る. なお , 次 の 段 落で は eA 20ノB
34L 鳩 象の あら ゆ る 多様が - 定の 関係 に於て直観され るJ くa11esM a n nigfaltigederErs chein u ngenin
ge wiss e nVe rhaltnisse n a nge scha ut wirdl と書か れ て い る .
同様 の 表現 は- 次 の 箇所にも認め られ るo , ,I . . . A .S Odad alle s, w a s zude n inn er enBestim m u ngen -




. . . . . .sind alle u nsere Erke n ntnis se z uletztdo ch de rfo r m ale nBedingu ng de sin n e re nSinn es, nan .
1ich derZeit u nte r w o rfe n, alsin w elche r 告iein sges a mt ge o rdn et, v e rknupft u nd in Verhdltnisse
geb和 Chi w e rde n m仏sse n.
一L
くA 991
く引 Vgl. H- Cohe n, Ra nts T he o rie de rErfahru ng. S. 83, S. 143f. , S. 190, S. 203.
欄 係J くVe rhAltnisJ に つ い て は- 以下も参 乱 A 221B 37, A 231B 38, A 24fノB 39, A 311B 47,
A 331B 50, A 99, A 177ノB 220. 更に - 傾 推の 原則J で は 1 時 間は特 に 欄 胤 と い う側面から捉え
られ - 鳩 間関胤 くZeitv e rhAltnisl の 客観化が 主局 化され るo Vgl. a u chニ De m u ndise n sibilis atqu e
. . . . . .隻4 uI, S. 393I. , ,ita etia m eiu sde m repr a e se ntatio nisform ate statu r utiqu eque nda m se n s o.
ru m resPe ciu m a ui 柁kltio n e m, . . . . . .L 一
な お- r超越 静的論理 乳 の 冒頭 では くA 52ノB 76l, カ ン トは r鮒生乳 を r敵性の 規則 一 般に つ い て
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の 乳 くdie W iss en schaftde r Regeln derS in nlich keit uberha uptl と規定し て い るo こ の 点 に つ
い て
は 診De m u ndis e n sibilis atqu e
. . . . . .電の 以 下の 表現 も参 軌 , tleges se n s u alitatis
- I
ts3 ナ, , ,n atu rali
qu ade m a ni milege
一一









4Io Vgl. a u ch 工工, S. 387, S. 401, S , 403, S. 404, S. 406一
ク ラ ウサ ー は .
r規則, と い う観点か ら
r直観形 式J を解釈し て い るo P. Kra u ss er, Kants T he oriede r
Erfahr u ng und Erfahru ngs wis se n schaft. S. 22, S. 41, S. 57, S. 58f.
t61 次の 表現 も参 軌 ンDarinn e nくくA 221B 371, Bin w elcherくくA 991o
m こ の 点 に つ い ては - 以下の 表現 を参 乱 ンde rFo r m n a chくくB 151 i. , ンder
For mihre rAn s cha u u ng
n a ch くくB 1531, ンn a ch dies er Fo r mくくB 160l, ンn a ch der Fo r mde rSin nlich keitくt B160 An n .Jo
N こ れ らの 表現 を我々 はンde rRegeln a chく と読 む こ と がで き るo しか L こ こ で の ンFo r mく を- め
く ま で根油紬勺意味 で の r形 乱 と 読む こ と もで きる . なお - DRegelくの 別の 解釈を- 我 々 はS9に於 て -
統覚の 統 一 との 連関で, 提出す るで あ ろうo
は1 こ の 意味 で の
r形式, の 基礎 に は- 上の 例で 言 えば - 大き さ の 傾 軌 くBer eichL 形の 傾 軌 があ
る. こ れ らの
r領 軌 の 中で 1 しか も 一 定の くbestim mtl 位置 を占め る もの と して - 現 象 榊 鮎 が据
ぇられ るo こ の 傾 軌 を我々 は
r次 元J tDim ensionlと呼 ぶ こ と もで き るで あ ろうD それは い はば我 々
の 対象把握の r札寛J くratio, を与え るo
r規則J くRegel は こ の 延 長線上にあるo それ に 対し て-
r 掛 瞭
的形 乱 と して の 空間 . 時間は ,
r領 軌 乃至 r次 元J の 更に根抵 に あるo
桝 B 67参照 o
tlOl こ の ように- r根源 的形 式Jの う ちで 与え られ るもの と して 1 欄 胤 は こ の 段階でほ まだ
一 般性 をも っ
て い ない . 従 っ て- そ れ はま だ通常の 意味 で の
r規員rjJ くRegel と 看徹すこ ともでき な い o
ol Vgl. A 201B 34f. , B 140ニ A 211B 35, A 221B 36, B 41, A 261B 42, A 50f.1B 74 f.
t121 5v o r steile nく につ い て は , A 251B 39, A 25, B 39 参 胤BVo rstellu ngく に
つ い て は . B 40 参 乳
他に次の 表現も参 軌 , ,die rein sten u nd e rsten Gr u ndvo rstellu nge n v on Ra u m u nd Zeit
一.
tA IO21
く131 空間 一 時間に対する r形而 上学軌 及び
r超 越論的解明J も合わせ て 参 凱
仙 r 軌 くGe staltl につ い ては . A 221B 37, A 331B 50も参 軌
く鳩 Vgl. Desc a rte s, Meditatio n e sde prim aphilo s ophia . t. V l, p
. 43.
姻 A 25, B 39. 時間に つ い て は A 321 B47 f. 他にII,S . 405参 軌
tlカ A 429 An n. B 575Anm . Vgl. a u ch こUbe r ein eEntde cku ng us w . A kad.
- Au sg. B d. VU I, S. 222.
胸 B 160An m, Vgl. H . Vaihinge r, Ko m m e nta r z uRa nts Kritik de r rein e n
Vern u nft. Bd. 2, S- 1O7.
o91 A 428 An m.1B 458An n . , A 5131B 541, A 519B 547, A 522fノB 550f.
位O A 430fノB 458f. , A 517 f.1B 545f. , A 5201B 548, A 5231B 551. Vgl. a u ch X X,
S. 290, X VIII,
R5334, R 5890, R 5892f, , R 5896, R 5898, R 5900, R 5902f.
鮒 Vgl. a u ch B 207.
Cカ Vgl. a u ch B 137, B 154一
倒 強調は カ ン ト自凱 な お, BVo r stellu ngく , ン v o r ste11e nく に つ い て は - 上の 註 く12さ の 他 に- 以 下 も参
乳 B 144An m. , B160, VIII, S. 222.
伽 Vgl. a u ch A 99, B 143.
一 次 の 表現 も参 軌 ,,Einheitdie se sM a migfaltige n
山
tB 1601
c51 B 160 で は, カ ン トは r形 式的直軌 と言わずに , 鳩 観 その ものJ くAn s chazL u ng
e n S elbstj と言っ て
い るo
鮒 Vgl. X X, S. 271, S. 276.
抑 B 131, B 133An m. , B 137, B 153一
位ゆ 田辺 元 r先験 演樺論に於 け る直観と思惟と の 関胤 く全集第4勧 参 乱 そ こ で は, 統慢
の 統一- は rそ
の 直接態に於 て直観 の 綜合全体を規定 し支 配する 意識 の 根 源 的統
一 力 を謂 うJ 亡11 副 と言 われ て い るo
位91 B 145. な お, B 144Anm . で は, ンfurく の 代りに ンz uくが億わ れ て い るo
ool B 162. 次 の 表現 も参軌 , ,die reinste objektiv eEinheit
H t
t A IO71
帥 3Wbe r ein eEntde chung us w.ぞで は1 , ,Dies er e rstefo r m ale Grund z. B. de rM6glichkeit ein e r
Ra u m es a n scha u ung














Vgl. B 68, A 100, B 137, B 145.
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l
Vgl. X X, S. 271, S. 276.
ンSchr a nkeく とンGre n z eくとを- カ ン トは A 761ノB 789, A 7671B 795 では区別し て い るo こ の 意味
で の BSchra nkeく及 びンEin schrh kungくに つ い ては - A 251B 39, A 321B 48, A 266ノB 322, A 576
ff.1B 604 ff. を - BGre n zeくに つ い て は - AXII, B vu I, B 23, A 255JB 310 f. を参 軌 た だ し, 両者の
区別 は 一 貫して な さ れ て い るわ け で は ない o Vgl. BX X I V f. , A 2551B 310f. , A 412 f.JB 439 f. , A 518
An mノB 546An m . な お -ン Bestim m e nくに つ い て は - 例 えばA 22ノB 377 B 202 f. , A 518 An m.1B546
An m. , A 519ノB 54 7, A 523ノB 551参乳
051 , ,De n ndergleichen Begriffvo n Grebe, als ein e rgegebe n e nUn e ndlichkeit,ist e mpiris ch, mithin




C361 Vgl. A 77IB 102, A 99, B 140, B 160.
附 こ れ をカ ン トは ンkollektiv eAn scha u u ngくtA 5231B 551I と 呼 ぶ .
榊 他 に次 の 表現も参 胤 , ,Zu s a m enfa s su ngin ein eAn scha u u ng
り
くS. 254l, , ,diepr ogre s siv eAuffa su ng
in ein Ga n ge sde rAn s cha u u ng z ubegreife n
一一
くS. 2551
紳 例 えば - A 412B 439- A 426 AnmJB 454An m . 参軌 なお - r測 乱 に よ っ て 1 量は r判明 にJ
Cdistin cteJ 規定さ れ るo くVgl. De m u ndise n sibilis u s w. II, S. 388 An n. , S. 406, S. 415.I
c40l r横棒軌 の 中で- 第 一 版の r把捉の 綜合J に つ い て述 べ た箇所くA 981100l, 及 び第二 版の r形式的
直軌 に つ い て 述べ た箇所EB 160-2Iも参 胤 他に - F空間 に於る方位の 区別 の 第 一 の 根拠に つ い てAくVo n
de m e rste n Gru nde de sUnter schiede sde rGege nde nim Raum el の 次 の 表 現 ほ 乳 , ,in den a n-
s cha u e nde nUrtheile nderAu sdehn u ng,de rgleichendie M eB ku n ste nthalt
..




C41J 他に次 の 表現も参 軌 鳩 験的進行J くe mpirischeyFo rtgang, fA 493ノB 5211, 鳩 験 的背進J くe mpin
1
.
scher Regre s su sl くA 5101B 538, A 514 B 542, A 516fノB 544 f.l, 鳩 験 の 進 軌 くFo rts chrittder
t
■
E 癖hn mgH A 4931B 521, Vgl. a u ch A 5091B 5371
C42J 特 に- 二律背進の 章 に. しか もその 全体に亙 っ て I こ の 言葉 は 槻 に現 わ れ る. Vgl. 日. Heim s o eth,
Tr a n s z e ndentale Dialektik. I, S1 23, S. 66, II, S. 205.
仙 次 の 表現 を参軌 りde r Naiu rdie se rEr schein u ng ge m笈q
L
くA 527JB 555l , , ,die i, m sz ende ntale
Teilu ng einer Er schein u ngtiberhaupt
L一
くa. a. 0.ラ
仙 こ の 点- カ ン トの 次 の 定式化 は不充分 か -し不明確で あるo - , ,. . . I . ., W eil kein Gliedals s chlechlhin
u nbedingt e mpirisch gegebenist, I . . . . .
L一
仏 5141B 5421
く45I A 411 B 438, A 510B 538. Vgl. a u chこ , ,Sukze ssiver Regr ess u s
- t
くA 500fノB 5291
t46J Vgl. a u ch A 519fノB 54 7 f.
抑 H ie rz u vgl. a u ch .
.
, ,ich ka n n. . . . . . n o ch im m er weite r gehe n,. . . I . .u nd also n o ch im mer. . . . . .als
鴫 Iich u nd. . . . I .als notw e ndig z ulaBt-
i -
tA 514ノB 542l, ,daB . . . . . .kein e Erfahru ng. . . . . .a ngetroffe n
w e rdenkb
.
nn e. . . . . . ., w elches u n- lick ist.
り
CA 517B 545l , ,Die bloPe allge m ein eVo rstellu ngder




細 ンk8n n e nく に つ い て は I A 511ノB 539, A 512IB 540, A 514ノB 542, 他に M etaphysische Anfa ngs-
grh de de rNatu r wis se nschaft. A kad. - Au sg. IV, S- 481. 又ン mOglichくに つ い て は A 514JB 542,
ン M8glichkeitく に つ い て は X vu I, R 5893参 軌 ン m uss enく に つ い て は
,
A509ノB 537, A 5151
B 543, A 518ノB 546, A 519 f.1B 547 f. 他 にA 410B 437.
ンs o11e nく に つ い て は- A 509ノB 537, A 511B 539, A 5161B 544, A 519 fノB 547f, Prolego m en a
512uV, S. 2851 他 に. 以 下 の 表 現 も参 乳 ン n otw e ndigく 仏 5141B 542J, ン u n m6glichくくA 5171
B 545J, ラ . . . . . .nie m als . . . .. .ka nn く 仏 4321B 460J, B gebiete nく 仏 509IB 537l, B vorsch, eibe nく
くA 5101B 538J, ンa ufgebe nくくA 4 981B 526, A 5081B 536jo
細 A 514 B 542, A 519fノB 547 f. なお類 似の 表現 と しては , ンw eiter gehe nくCA 514B 5421, ンfo rt-
24
知 覚 と 統 覚 く八1
setz e nくくa. a . 0.1 も参照 o
帥 カ ン ト は 博 胤 に つ い てもー ンfo rtgehe nく, ンfortschr eite nく, そ の 他類似 の 表現 を使うo 止 の 註 鵬
参 胤l こ れは r背軌 が r進行J の 特例で ある こ とを示 し て い る. な お-
r進行J は それ だ けを取り上げ
れば. む しろ r前 軌 tPr ogre ssu sl を意味 する. こ れ は
r継次的綜合J くsukzessiv eSynthe sisl と い う
表現に つ い ても言え る.
61J Vgl. A 1421B 182.
- こ こ で カ ン トは ,,die sukz essiveA d ditio n v o nEin e m z uEin e m
L -
と言 っ て い
る.
伍21 こ の ような産出をカ ン トは , ,symbolische Konstruktio n
L L
くA 717B 7451 ある い は , ,cha 和kterbtis che
Ko n str uktio n
L L
くA 734IB 7621 と 名づ け る.
t ■ ■ 書 ■
なお ,ンKo n struktio nくは , カ ン トに於 て 一 般に くた と い Symbolis ch であ ろうと1
r直観 に於 る呈 示J
くDa r stelungin derAn s cha u u ngl を意味する. くVgl. A 713f.1B 742 f. , A 717B 745, A 7291B 757.1
従 っ て こ こ で も, r原則 軌 に於 る空間の 場合と同様 に. 何ら かの
r直軌 が認め ら れ て い るo
醐 Vgl. A 510-21B 538-40. - なお, 憾 吐乳 及 び
r分 析 軌 に於 てもー カ ン トは 一 両で は こ の 観点に
立 っ て い る. Vgl. , ,Fo rtga ng
L 一
くA 25l, , ,sukz essiv erFo rtga ng
- L
くA 1631B 2031
伽 こ の rで きるJ くk8n n e nlに つ い て は , A 5111B 539参凱 他に , A 512B 540 で は-ンdatu mく に対
して , ンdabileくと 言わ れ て い る o 時間に つ い て は , A 411B438参軌
鵬 A 511B 539. - こ の 表現 は, 時間に つ い て はA 4101B 437, 分 割 につ い ては A 526JB554で使 われ
るo







B 5391 と表現 し て い るo
卯 Vgl. , ,willkilrlich geda cht
L .
, , ,willkurliche rBegriff
L.
, , ,willkarliche Synthe sis
LL
くA 7291B 7571
鍋 , ,. . .. . . s oiste s ein willkarliches u nd nichtn otw e ndigesPr oble mder reinenVe rn u nft,




紳 こ の 領域 の 開示健 か ら見ると き , カ ン トは上 の 前進を ,,pr ogr e ssu sin inji
l
niium
- -くA 510f.1B 538 f.1
と表現 して い るo
榊 こ の 点につ い ては , 以下を参照
.
. B68, A IOO, A IO7, B 137, B145.
なお , 空間の 所与性 の 軌点か ら, カ ン トは 空 間の 構成を- 数の 構成が , ,s ymbolis che Ko n str uktio n
くL
で
あるの に対して , , ,o ste n siv eKo n struktio n
L -
くA 717B 7451 と名づ ける.
剛 A 498 fJB 526f. , A 523fノB 551f. 他に A 514B 542, A 5261B 554, A 410JB 437-
6カ ニ れをカ ン トは , ,u nbestim mte M e nge v o nTeile n
. -
くA 5261B 554j と表現 する. なお - , ,ein u nbe-
si m miesQu antum




仰 なお1 こ の 連続性と類比的に, 我々 は自然数 あ る い は整 数 奇数 偶数等の 各列の 連続性に つ い て 語
る こ と がで き る.
伽 Vgl. A 5261B 554. 一 原文 につ い て は, 本論文く六l証 位01参 臥
脚 特 に連続性 へ の 連関に於て - カ ン トは 空間を
r本質的 に統 一 軌 くw e se ntlich einig ニ pe r e SSe ntia m
u nic u mJ くA 25ノB 30言II, S- 4051 と捉 える . 空間の r - 臥 くEinheiり-
ド - な る空 軌 くein Ra u ml
につ い て は - 以下 も参 凱 Vo n de n e rste n Gr u nde des Unte rs chiedesder Gege nde nim Ra u m e.
A kad. 1Au sg. 工I,S. 378. Fo rtschrittede rMetaphysik. X X,S.
284
.
- 時 間に つ い て は1 A 188fJB 231
f. 参 照.
なお
. 多様が直接把握く直観lさ れ た 空間の う ちに 与えられ るか 1 そ とに 与えられ る か - と
い う違 い に
応じて , カ ン ト は分割の 場合 に はンr egre ss u sin infinitum く一 合成の 場合 に はンr egre ss u sinindef2
1
ni-
tu mく と い う表現を当て て い る o く前 者に つ い て は- A 512B540, A 514 B 542, A 523fノB 551f., A
525IB 553, 後 者につ い て は, A 511ffJB 539ff. , 他にA 513B 541, A 5141B 542 参軌 1
- こ の 区
■ t ■ ■
別を我々 は次 の よう に解釈する こ とが で き るで あ ろうo 先ず量 的規定 と し ては t 無限 大も無限小 も対象的
に把握 され え な い . しか し行為 に於 て は , 我々 は無限大の 産出し え な い の に対 して - 無限小 は産出でき るo
と い うの は . 例 えば線を引く と い う行為に於て , 線が連続的に構成さ れ るの に 対応 し て- 我 々 は任 意の 鳩
25
26 岡 村 信 孝
界J に近 づ き つ つ そ れ を越 えて い く こ と に よ っ て - こ の 限界 の 前 で 無限小 を産出L つ つ それ を通過する
から で あるo こ こ に は - 無 限小 の r把 乳 は な い が - 鳩 乱 は あ るo こ の 観点 か ら我 々 は . 把握の た
め の 背進を, カ ン トと とも にBr egre ss u sin in f initu mく と 呼ぶ こ と がで き る で あろうo
く鴫 特 価 力批机 S26 で- カ ン トは 無限 の 時間と して , r流れ 去 っ た 時 軌 くv e7Po sse n eZ iり を挙げ てい
るo くV, S. 2541
仰 ,,. . . . . .,die くdiefolgende Reiheンdaher a u ch nichi a血 gegebe n, s onde rn n u r als dabilis a nge sehen
w e rden k8n n e n.
L L
くA 411B 437 f.1
鵬 Vgl. A 511f. B 539 f. - なお, A 142fノB 182 でl カ ン トの 述 べ て い る時間と数と の 密接 な連関を,
我々 ほ こ の 場 数 と い う観点か ら理 解すべ き で あ ろう. こ れ に つ い て は. A 162fノB 203 f. も参 乳
C691 上の 註 021 及 び 留31 参胤 他 に- 時間に つ い て は, A 32ノB 48の 次 の 表現 も 参 乳 , ,die u rspr血 gliche
Vo 和tellu ng Zeit
- -
, , , die ga n zeVo, stellu ng
L l
t
- なお . B 40. 咋I漸 力批判J S26くV , S. 2541 で
は - , ,geda cht
L L
, , ,de nken
. L
と 言われ て い るo
t701 r判断力批削 S26の 次 の 表現 に注凱 - , ,sich da s selbeくda sUn e ndlicheン くin de m U,theilede,
ge m ein e nVe m u nftl als ga n zくsein e rTotalitatn a chJ gegeben z ude nke n
L 一
くV,S. 254J , , ,esals ein
Ganz e s O u ch n u rde nke n zu k8n n e n
LL
くa - a. 0.I , - ,Da sgegeben eUnendliche . . . . . .ohn eW idersp,u ch
a u ch n u rdenken z ukb
.
n n e n
L ,
くa. a . 0. - な お, こ の 箇所だ けは 1 強調は カ ン ト自 身による .i
t71 Vgl. H . Bergs o n, La pe rc eptio ndu cha nge m e nt, p. 169.
C7カ ニ れ に つ い て は - 以下 の 表現を参照o - , ,n otw e ndige Vo r stellu ng
L L
くA 241B 38, A 31B 46l, , ,die




くA 24IB 39, A 311B 46, A 89 f.1B 122, A 94ノB 126, A 111, A 1581B
197l, , ,c o nditio sin equ a non
L .
EA 591B 841, , ,n egativ eBedingu ng
-L
くa . a. 0 .lo く他に A 931B 125, A
96も参照ol
岡 こ れ は r因果胤 くKa u s alit叫 の 間者 に通じて い る. こ れ につ い て は, 後 に 触れ る で あろうo
なお , カ ン トは次の 箇所で , 不用 意にも, そして何 の 根 拠 づ け も なくl 鳩 胸 J を r必 然的制札 の 意
味 にと っ て い るo , ,. . . . . .u nd nistm a ch de rVe rn u nft くde rTotalit且tderBedingu ngenl n u r v e m u
.
iteねt
je n e rReihe mDglich, . . . . . .-一 CA 410fノB 4371 他にA 412ノB 439く本論文 化l証 仙 ン も参乳 - 過
去 が 現 在の 必 然的制約 であると き , 我々 は確か に過去 が現在の う ち に, あ る い は現在と と もに与え られ て
い る- と 言う こ とが で きる であ ろう. しか し, 抑も過去が現在の 必 然的制約である と言え るか どう かが問
題 で あるo
t741 A 410fノB 437 及 び A 412ノB 439 で- カ ン ト は過去 を単に r根 軌 くUrspr u ngl と し てだ け で なく,
上の ン Wodu r chくと して も理 解してい る.
q5J こ こ では ,ンVe rflie8e nくと しての r流れJ は 度外視きれ て い るo
26
